




問題の傾向・分量・難易度の分析、対策・今後の勉強法 P . 3

公募制推薦試験（前期）
〔11月2日〕
 ●試験問題[基礎素養検査 （国語素養）]  P . 2 1

 ●試験問題[基礎素養検査 （英語素養）]  P . 2 2

〔11月3日〕
 ●試験問題[基礎素養検査 （国語素養）]  P . 2 8

 ●試験問題[基礎素養検査 （英語素養）]  P . 2 9

〔11月4日〕
 ●試験問題[基礎素養検査 （国語素養）]  P . 3 4

 ●試験問題[基礎素養検査 （英語素養）]  P . 3 5

 ●試験問題[基礎素養検査 （数学素養）]  P . 3 7

一般試験（前期）
〔1月18日〕
 ●試験問題[国語総合・現代文B]  P . 4 3

 ●試験問題[英語]  P . 4 4

 ●試験問題[日本史B]  P . 4 7

 ●試験問題[世界史B]  P . 5 1

 ●試験問題[政治・経済]  P . 5 4

 ●試験問題[数学Ⅰ・数学A]  P . 5 8

〔1月19日〕
 ●試験問題[国語総合・現代文B]  P . 6 5

 ●試験問題[英語]  P . 6 6

 ●試験問題[日本史B]  P . 6 9

 ●試験問題[世界史B]  P . 7 3

 ●試験問題[政治・経済]  P . 7 6

 ●試験問題[数学Ⅰ・数学A]  P . 8 0

〔1月22日〕
 ●試験問題[国語総合・現代文B]  P . 8 7

 ●試験問題[英語]  P . 8 8

 ●試験問題[日本史B]  P . 9 1

 ●試験問題[世界史B]  P . 9 5

 ●試験問題[政治・経済]  P . 9 8

 ●試験問題[数学Ⅰ・数学A]  P.102

〔1月31日〕
 ●試験問題[国語総合・現代文B]  P.109

 ●試験問題[英語]  P.110

 ●試験問題[日本史B]  P.113

 ●試験問題[世界史B]  P.117

 ●試験問題[政治・経済]  P.120

 ●試験問題[数学Ⅰ・数学A]  P.125

解答例 P.127

問題の傾向・分量・難易度の分析、対策・今後の勉強法 P . 3
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出題傾向表（過去３年間）
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入試対策
1月12月11月10月9月8月7月6月5月４月

基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習
公募 ❶ ❷ ❸

一般 ❶ ❷ ❸

大問３題小問数38～44問。大問の構成は全日程共通。小問数は公募のみ2023年度より微増している。【一】【二】は文章読解問

題で、公募はどちらも説明的文章、一般は前者が説明的文章、後者が随想文を題材とする。【三】は知識問題。

知識問題の設問数は、公募で約３割、一般で約4割と高い割合を占める。文章読解問題では、空所補充問題が設問数の約6割を

占める。単語から一文まで、空所にあてはめる内容は様々。本文の内容一致問題も頻出。頻出形式の問題には慣れておきたい。

2024年度では、脱文の挿入箇所を答える問題（1月18日）や、傍線部に該当するかどうかを答える問題（1月22・31日）などの新形

式の問題が出題されている。今後、注意が必要。

国語 試験時間：
英語と合わせて90分公募

満点：100点 解答方式 ： マークセンス方式
60分一般

知識問題の比重が大きいことを考えると、語彙力の強化はできるだけ早い時期からスタートした方が良い。頻出語句
の知識はこの時期に固めておくことが望ましい。同時に基礎～私大入試レベルの文章読解問題演習もこの時期に
最低2冊分は終わらせ、段落関係や同義表現への注意など、基本的な読解のポイントはおさえられるようにしておく。

公募推薦も視野に入れている場合は夏期講習後半、遅くとも10月頃からは過去問演習を取り入れて、入試の
問題傾向と自分の苦手分野をおさえていく。その上で、たとえば苦手なタイプの文章の読解演習の比重を大きく
するなど、苦手克服に必要な対策を12月に入るまでに重点的に行っていく。

12月以降は本格的に解答時間も確認しながら過去問演習を重ね、入試本番での時間配分やさまざまな状況への
対処の仕方を自分の体に覚えさせるようにする。同時に、まだ弱点や不安な点が残っていたり、新たにそれらが見
つかったりした場合は、できるだけ早急にその補強を行っていく。特に知識の定着度は一般的にその知識に触れる
機会に比例するため、知識面の強化は確認と演習の積み重ねでぎりぎりまで可能。最後まであきらめずに努力を
重ねたい。なお、2023年度には文章中に出てくる人物の著書を答える文学史の問題、2024年度には脱文補入問題
など、新形式の問題が出される状況が続いている。頻出の分野の知識や出題形式についての不安をなくすことが
最優先課題だが、それにこだわりすぎず、どのような問題が出されても対応できる力も身につけていくようにしたい。

①基本的な語彙力、
　読解力の定着

②出題傾向をふまえた
　苦手対策

③入試までの
　最終確認

公募・一般ともに知識問題の占める割合が高い
文章読解の大問は空所補充問題が約６割、全体に関する内容一致問題も頻出
脱文挿入問題など、出題形式が多様化

公募 一般

2022年度～
2024年度
出題分野割合

接続語  7.2%

理由説明  4.5%

表現説明  2.7%
[傍線部]内容一致  2.3%文章  2.3%

文章  7.8%

文章序列  5.2%

理由説明  6.3％
語句の
意味・知識
26.1%

語句
23.0%

内容説明
10.6%

[本文]
内容一致
20.6%

語句
18.6%

  漢字書き
（選択）
  15.5%

内容説明  10.7%

漢字書き（選択）
12.3%   

[本文]内容一致
8.2%

語句の
意味・知識

13.5%

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【三】（7分）→【一】（26分）→【二】（22分）→＜見直し＞（5分）
知識問題のみで構成されている【三】を最初に解答してから読解問題に取りかかる。【一】と【二】に
ついては、自分の得意ジャンルを優先して解くようにする。

2024年度  問題分析（分析対象日：2024年1月18日）

問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

【一】 15 45点

日本で「時間厳守」の観念が明治以降に浸透した背景を論じている。
具体例を織り交ぜながら論じており、内容はつかみやすい。問題の
半分を占める空所補充問題では、三字・四字熟語を選ぶものからほぼ
一文が空所になっているものまで文脈把握の力と語彙力の両方が求め
られている。

10 35点【二】

15 20点【三】 漢字・外来語・四字熟語

トカゲの死骸を見た息子の発言から考えたことを述べた随想文。文章
量が【一】と比べてかなり少なく、文章自体は読みやすい。文中で用い
られている慣用表現の意味を答える問題、脱文挿入問題といった新形
式の問題があるが、それらも含め、ここでも文脈把握の力が重要。著者
の考え方を本文内容に即して押さえられるようにしたい。

【三】の知識問題は全ての日程で形式が共通。一般の漢字の書き取りの
選択は5問。残り10問が語句知識の問題で、5問ずつ2パターン出題
される。分析対象日の18日は外来語と類似した意味を表す熟語の選択
問題と、特定の動詞の目的語になる熟語の選択問題。その他、四字
熟語を作る際に生ずる不要な字を洗い出す問題なども出題される。
頻出の知識を問うものであるため、暗記はもちろんのこと、この出題
形式に合わせた演習問題を繰り返し行い、知識の定着をはかること。

問題構成（大問数3題／小問数40問） 【一】評論文（総合問題）

【三】国語知識問題【二】随想文（総合問題）

【合格目安】
正答率 58～62％

『哲学で何をするのか』
貫成人

『トカゲとキツツキ』
伊藤亜紗
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最優先課題だが、それにこだわりすぎず、どのような問題が出されても対応できる力も身につけていくようにしたい。

①基本的な語彙力、
　読解力の定着

②出題傾向をふまえた
　苦手対策

③入試までの
　最終確認

公募・一般ともに知識問題の占める割合が高い
文章読解の大問は空所補充問題が約６割、全体に関する内容一致問題も頻出
脱文挿入問題など、出題形式が多様化

公募 一般

2022年度～
2024年度
出題分野割合

接続語  7.2%

理由説明  4.5%

表現説明  2.7%
[傍線部]内容一致  2.3%文章  2.3%

文章  7.8%

文章序列  5.2%

理由説明  6.3％
語句の
意味・知識
26.1%

語句
23.0%

内容説明
10.6%

[本文]
内容一致
20.6%

語句
18.6%

  漢字書き
（選択）
  15.5%

内容説明  10.7%

漢字書き（選択）
12.3%   

[本文]内容一致
8.2%

語句の
意味・知識

13.5%

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【三】（7分）→【一】（26分）→【二】（22分）→＜見直し＞（5分）
知識問題のみで構成されている【三】を最初に解答してから読解問題に取りかかる。【一】と【二】に
ついては、自分の得意ジャンルを優先して解くようにする。

2024年度  問題分析（分析対象日：2024年1月18日）

問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

【一】 15 45点

日本で「時間厳守」の観念が明治以降に浸透した背景を論じている。
具体例を織り交ぜながら論じており、内容はつかみやすい。問題の
半分を占める空所補充問題では、三字・四字熟語を選ぶものからほぼ
一文が空所になっているものまで文脈把握の力と語彙力の両方が求め
られている。

10 35点【二】

15 20点【三】 漢字・外来語・四字熟語

トカゲの死骸を見た息子の発言から考えたことを述べた随想文。文章
量が【一】と比べてかなり少なく、文章自体は読みやすい。文中で用い
られている慣用表現の意味を答える問題、脱文挿入問題といった新形
式の問題があるが、それらも含め、ここでも文脈把握の力が重要。著者
の考え方を本文内容に即して押さえられるようにしたい。

【三】の知識問題は全ての日程で形式が共通。一般の漢字の書き取りの
選択は5問。残り10問が語句知識の問題で、5問ずつ2パターン出題
される。分析対象日の18日は外来語と類似した意味を表す熟語の選択
問題と、特定の動詞の目的語になる熟語の選択問題。その他、四字
熟語を作る際に生ずる不要な字を洗い出す問題なども出題される。
頻出の知識を問うものであるため、暗記はもちろんのこと、この出題
形式に合わせた演習問題を繰り返し行い、知識の定着をはかること。

問題構成（大問数3題／小問数40問） 【一】評論文（総合問題）

【三】国語知識問題【二】随想文（総合問題）

【合格目安】
正答率 58～62％

『哲学で何をするのか』
貫成人

『トカゲとキツツキ』
伊藤亜紗
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全体概観

出題傾向表（過去３年間）

【国語】
2024年度 2022年度～2024年度 出題率・分野別出題数

公募 公募一般 一般

出題数 ／ 総数出題率出題数 ／ 総数出題率

漢
字
・
語
句

空
所
補
充

傍
線
部

本
文

書き

知識

選択

記述

古典

文学史

語句の意味・知識

接続語

語句

文章

内容説明

理由説明

表現説明

内容一致

内容一致

主張・論旨

特徴

文章整序

11/2 11/3 11/4 1/18 1/19 1/22 1/31

6

5

5

8

5

2

8

2

6

5

4

6

3

5

2

8

2

6

7

4

6

2

3

3

8

2

5

13

6

4

4

2

6

5

10

10

4

6

1

1

1

5

10

5

8

4

3

2

5

1

1

5

10

12

2

2

1

1

5

2

100.0%

0.0%

0.0%

16.7%

100.0%

8.3%

100.0%

100.0%

100.0%

91.7%

58.3%

25.0%

100.0%

33.3%

0.0%

0.0%

／  189

／  189

／  189

／   189

／   189

／  155

／  155

／  155

／  98

／  98

／  98

／  98

／  44

／  44

／  44

／  0

60

0

0

2

127

5

112

38

52

22

13

11

40

4

0

0

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

66.7%

100.0%

55.6%

100.0%

100.0%

0.0%

11.1%

100.0%

0.0%

0.0%

100.0%

／  101

／  101

／  101

／  101

／  101

／  98

／  98

／  98

／  60

／  60

／  60

／  60

／  72

／  72

／  72

／  18

54

0

0

0

47

25

65

8

37

22

0

1

72

0

0
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入試対策
1月12月11月10月9月8月7月6月5月４月

基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習
公募 ❶ ❷ ❸

一般 ❶ ❷ ❸

大問３題小問数38～44問。大問の構成は全日程共通。小問数は公募のみ2023年度より微増している。【一】【二】は文章読解問

題で、公募はどちらも説明的文章、一般は前者が説明的文章、後者が随想文を題材とする。【三】は知識問題。

知識問題の設問数は、公募で約３割、一般で約4割と高い割合を占める。文章読解問題では、空所補充問題が設問数の約6割を

占める。単語から一文まで、空所にあてはめる内容は様々。本文の内容一致問題も頻出。頻出形式の問題には慣れておきたい。

2024年度では、脱文の挿入箇所を答える問題（1月18日）や、傍線部に該当するかどうかを答える問題（1月22・31日）などの新形

式の問題が出題されている。今後、注意が必要。

国語 試験時間：
英語と合わせて90分公募

満点：100点 解答方式 ： マークセンス方式
60分一般

知識問題の比重が大きいことを考えると、語彙力の強化はできるだけ早い時期からスタートした方が良い。頻出語句
の知識はこの時期に固めておくことが望ましい。同時に基礎～私大入試レベルの文章読解問題演習もこの時期に
最低2冊分は終わらせ、段落関係や同義表現への注意など、基本的な読解のポイントはおさえられるようにしておく。

公募推薦も視野に入れている場合は夏期講習後半、遅くとも10月頃からは過去問演習を取り入れて、入試の
問題傾向と自分の苦手分野をおさえていく。その上で、たとえば苦手なタイプの文章の読解演習の比重を大きく
するなど、苦手克服に必要な対策を12月に入るまでに重点的に行っていく。

12月以降は本格的に解答時間も確認しながら過去問演習を重ね、入試本番での時間配分やさまざまな状況への
対処の仕方を自分の体に覚えさせるようにする。同時に、まだ弱点や不安な点が残っていたり、新たにそれらが見
つかったりした場合は、できるだけ早急にその補強を行っていく。特に知識の定着度は一般的にその知識に触れる
機会に比例するため、知識面の強化は確認と演習の積み重ねでぎりぎりまで可能。最後まであきらめずに努力を
重ねたい。なお、2023年度には文章中に出てくる人物の著書を答える文学史の問題、2024年度には脱文補入問題
など、新形式の問題が出される状況が続いている。頻出の分野の知識や出題形式についての不安をなくすことが
最優先課題だが、それにこだわりすぎず、どのような問題が出されても対応できる力も身につけていくようにしたい。

①基本的な語彙力、
　読解力の定着

②出題傾向をふまえた
　苦手対策

③入試までの
　最終確認

公募・一般ともに知識問題の占める割合が高い
文章読解の大問は空所補充問題が約６割、全体に関する内容一致問題も頻出
脱文挿入問題など、出題形式が多様化

公募 一般

2022年度～
2024年度
出題分野割合

接続語  7.2%

理由説明  4.5%

表現説明  2.7%
[傍線部]内容一致  2.3%文章  2.3%

文章  7.8%

文章序列  5.2%

理由説明  6.3％
語句の
意味・知識
26.1%

語句
23.0%

内容説明
10.6%

[本文]
内容一致
20.6%

語句
18.6%

  漢字書き
（選択）
  15.5%

内容説明  10.7%

漢字書き（選択）
12.3%   

[本文]内容一致
8.2%

語句の
意味・知識

13.5%

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【三】（7分）→【一】（26分）→【二】（22分）→＜見直し＞（5分）
知識問題のみで構成されている【三】を最初に解答してから読解問題に取りかかる。【一】と【二】に
ついては、自分の得意ジャンルを優先して解くようにする。

2024年度  問題分析（分析対象日：2024年1月18日）

問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

【一】 15 45点

日本で「時間厳守」の観念が明治以降に浸透した背景を論じている。
具体例を織り交ぜながら論じており、内容はつかみやすい。問題の
半分を占める空所補充問題では、三字・四字熟語を選ぶものからほぼ
一文が空所になっているものまで文脈把握の力と語彙力の両方が求め
られている。

10 35点【二】

15 20点【三】 漢字・外来語・四字熟語

トカゲの死骸を見た息子の発言から考えたことを述べた随想文。文章
量が【一】と比べてかなり少なく、文章自体は読みやすい。文中で用い
られている慣用表現の意味を答える問題、脱文挿入問題といった新形
式の問題があるが、それらも含め、ここでも文脈把握の力が重要。著者
の考え方を本文内容に即して押さえられるようにしたい。

【三】の知識問題は全ての日程で形式が共通。一般の漢字の書き取りの
選択は5問。残り10問が語句知識の問題で、5問ずつ2パターン出題
される。分析対象日の18日は外来語と類似した意味を表す熟語の選択
問題と、特定の動詞の目的語になる熟語の選択問題。その他、四字
熟語を作る際に生ずる不要な字を洗い出す問題なども出題される。
頻出の知識を問うものであるため、暗記はもちろんのこと、この出題
形式に合わせた演習問題を繰り返し行い、知識の定着をはかること。

問題構成（大問数3題／小問数40問） 【一】評論文（総合問題）

【三】国語知識問題【二】随想文（総合問題）

【合格目安】
正答率 58～62％

『哲学で何をするのか』
貫成人

『トカゲとキツツキ』
伊藤亜紗
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全体概観

出題傾向表（過去３年間）

【国語】
2024年度 2022年度～2024年度 出題率・分野別出題数

公募 公募一般 一般

出題数 ／ 総数出題率出題数 ／ 総数出題率

漢
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古典
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語句の意味・知識

接続語

語句

文章

内容説明

理由説明

表現説明

内容一致

内容一致

主張・論旨

特徴

文章整序

11/2 11/3 11/4 1/18 1/19 1/22 1/31

6

5

5

8

5

2

8

2

6

5

4

6

3

5

2

8

2

6

7

4

6

2

3

3

8

2

5

13

6

4

4

2

6

5
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4

6

1

1

1

5
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5

8

4

3

2

5

1

1

5
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2

2

1

1

5

2

100.0%

0.0%

0.0%

16.7%

100.0%

8.3%

100.0%

100.0%

100.0%

91.7%

58.3%

25.0%

100.0%

33.3%

0.0%

0.0%

／  189
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／  98
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0

0

2

127

5
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13

11

40

4

0

0

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

66.7%

100.0%

55.6%
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100.0%

0.0%

11.1%
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入試対策
1月12月11月10月9月8月7月6月5月４月

基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習
公募 ❶ ❷ ❸

一般 ❶ ❷ ❸

大問３題小問数38～44問。大問の構成は全日程共通。小問数は公募のみ2023年度より微増している。【一】【二】は文章読解問

題で、公募はどちらも説明的文章、一般は前者が説明的文章、後者が随想文を題材とする。【三】は知識問題。

知識問題の設問数は、公募で約３割、一般で約4割と高い割合を占める。文章読解問題では、空所補充問題が設問数の約6割を

占める。単語から一文まで、空所にあてはめる内容は様々。本文の内容一致問題も頻出。頻出形式の問題には慣れておきたい。

2024年度では、脱文の挿入箇所を答える問題（1月18日）や、傍線部に該当するかどうかを答える問題（1月22・31日）などの新形

式の問題が出題されている。今後、注意が必要。

国語 試験時間：
英語と合わせて90分公募

満点：100点 解答方式 ： マークセンス方式
60分一般

知識問題の比重が大きいことを考えると、語彙力の強化はできるだけ早い時期からスタートした方が良い。頻出語句
の知識はこの時期に固めておくことが望ましい。同時に基礎～私大入試レベルの文章読解問題演習もこの時期に
最低2冊分は終わらせ、段落関係や同義表現への注意など、基本的な読解のポイントはおさえられるようにしておく。

公募推薦も視野に入れている場合は夏期講習後半、遅くとも10月頃からは過去問演習を取り入れて、入試の
問題傾向と自分の苦手分野をおさえていく。その上で、たとえば苦手なタイプの文章の読解演習の比重を大きく
するなど、苦手克服に必要な対策を12月に入るまでに重点的に行っていく。

12月以降は本格的に解答時間も確認しながら過去問演習を重ね、入試本番での時間配分やさまざまな状況への
対処の仕方を自分の体に覚えさせるようにする。同時に、まだ弱点や不安な点が残っていたり、新たにそれらが見
つかったりした場合は、できるだけ早急にその補強を行っていく。特に知識の定着度は一般的にその知識に触れる
機会に比例するため、知識面の強化は確認と演習の積み重ねでぎりぎりまで可能。最後まであきらめずに努力を
重ねたい。なお、2023年度には文章中に出てくる人物の著書を答える文学史の問題、2024年度には脱文補入問題
など、新形式の問題が出される状況が続いている。頻出の分野の知識や出題形式についての不安をなくすことが
最優先課題だが、それにこだわりすぎず、どのような問題が出されても対応できる力も身につけていくようにしたい。

①基本的な語彙力、
　読解力の定着

②出題傾向をふまえた
　苦手対策

③入試までの
　最終確認

公募・一般ともに知識問題の占める割合が高い
文章読解の大問は空所補充問題が約６割、全体に関する内容一致問題も頻出
脱文挿入問題など、出題形式が多様化

公募 一般

2022年度～
2024年度
出題分野割合

接続語  7.2%

理由説明  4.5%

表現説明  2.7%
[傍線部]内容一致  2.3%文章  2.3%

文章  7.8%

文章序列  5.2%

理由説明  6.3％
語句の
意味・知識
26.1%

語句
23.0%

内容説明
10.6%

[本文]
内容一致
20.6%

語句
18.6%

  漢字書き
（選択）
  15.5%

内容説明  10.7%

漢字書き（選択）
12.3%   

[本文]内容一致
8.2%

語句の
意味・知識

13.5%

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【三】（7分）→【一】（26分）→【二】（22分）→＜見直し＞（5分）
知識問題のみで構成されている【三】を最初に解答してから読解問題に取りかかる。【一】と【二】に
ついては、自分の得意ジャンルを優先して解くようにする。

2024年度  問題分析（分析対象日：2024年1月18日）

問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

【一】 15 45点

日本で「時間厳守」の観念が明治以降に浸透した背景を論じている。
具体例を織り交ぜながら論じており、内容はつかみやすい。問題の
半分を占める空所補充問題では、三字・四字熟語を選ぶものからほぼ
一文が空所になっているものまで文脈把握の力と語彙力の両方が求め
られている。

10 35点【二】

15 20点【三】 漢字・外来語・四字熟語

トカゲの死骸を見た息子の発言から考えたことを述べた随想文。文章
量が【一】と比べてかなり少なく、文章自体は読みやすい。文中で用い
られている慣用表現の意味を答える問題、脱文挿入問題といった新形
式の問題があるが、それらも含め、ここでも文脈把握の力が重要。著者
の考え方を本文内容に即して押さえられるようにしたい。

【三】の知識問題は全ての日程で形式が共通。一般の漢字の書き取りの
選択は5問。残り10問が語句知識の問題で、5問ずつ2パターン出題
される。分析対象日の18日は外来語と類似した意味を表す熟語の選択
問題と、特定の動詞の目的語になる熟語の選択問題。その他、四字
熟語を作る際に生ずる不要な字を洗い出す問題なども出題される。
頻出の知識を問うものであるため、暗記はもちろんのこと、この出題
形式に合わせた演習問題を繰り返し行い、知識の定着をはかること。

問題構成（大問数3題／小問数40問） 【一】評論文（総合問題）

【三】国語知識問題【二】随想文（総合問題）

【合格目安】
正答率 58～62％

『哲学で何をするのか』
貫成人

『トカゲとキツツキ』
伊藤亜紗
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2024年度  問題分析（分析対象日：2024年1月18日）

入試対策
1月12月11月10月9月8月7月6月5月４月

基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習
公募 ❶ ❷ ❸

一般 ❶ ❷ ❸

英語 試験時間：
国語と合わせて90分公募

満点： 100点 解答方式 ： マークセンス方式
60分一般

出題傾向表（過去３年間）

全体概観

公募は長文、会話文、文法・語彙問題の計３題、小問数30問。一般は、グラフ読み取り問題を加えて計4題で小問数は38問構成。

大問数・小問数ともに2023年度から変化なし。設問形式は空所補充と下線部を問う問題形式が全体のうち約８割出題されている。

長文では内容の理解を問う問題が、公募では約5割、一般では６割出題されている。会話文は文脈判断を問う形式が約６～９割

だが、一般では2023年度同様、定型表現が１～４問出題された。

グラフ問題は頻出。2024年度は年度別の交通事故と怪我人の数の推移を読み取るグラフが出題された。

空所補充、下線部を問う問題の対策は入念に
読解力の強化を
一般はグラフ問題が頻出

【I】 【II】

【III】 【IV】

問題構成
（大問数4題／
小問数38問）

【合格目安】
正答率 54～60％

文章量は、2023年度と大きな変化なし。題材は2023年度と同様、現代の社会
問題を扱った長文。下線部の同意表現の問題では、やや難解な語彙や抽象的
な表現を含む部分が出題されるため、前後の文脈から適切な意味を判断する
能力が試される。語彙の難易度は市販の大学受験向けの英単語の標準レベ
ルまでを覚えておけば十分に対応できる。

「退職代行サービス
とは一体どのような
ものなのか」

3～5文で構成される会話文中の空所に適する1文を選択する問題。相手の
問いに対してNever mind.「心配しないで」やI missed it.「見逃してしまった」
といった会話で多く使われる表現の理解を問う問題が出題されている。文脈
判断の選択肢も依然として頻出。文脈を正しく理解する読解力を高めることに
加え、日常的な会話で広く用いられるフレーズの暗記を中心に対策を行って
おくこと。

会話文

1つの空所に適する語句を選択して1文を完成させる問題。標準レベルの文法
や語法の理解と、単語や熟語の知識が問われる。難解な語や文の構造の理解
を問う問題は出題されない。文法では関係代名詞や、不定詞と動名詞の使い
分けが多く出題される。文法や語法の基礎的なルールを正しく理解すること
で対応が可能である。また語彙の問題では、前置詞句（前置詞を含む熟語）の
前置詞部分を問う問題が数問出題される。

文法、語法、
語彙の
空所補充問題

グラフの内容と一致する英文となるように、空所に適する語句を選択する形式
の問題。グラフの数字を読み解くのはもちろんのこと、空所の前後で使用されて
いる表現を理解することも必要。変化の程度を表す副詞（sharply「急激に」
やslightly「わずかに」など）や比較表現が使われている文に注意してグラフ
からどの年度の数字を読み取るべきなのか理解が必要。

「年度別の交通事故と
怪我人の数の推移を
表すグラフ」

問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

10 40点

11 22点

12 24点

5 14点

８月までは文章を読むうえで必要不可欠な語彙力や語法、会話での慣用表現などの暗記の部分に重点をおいた学
習をすること。特に、一般では毎年グラフを用いた問題が出題されるため、グラフに関係する語や表現の暗記は念入
りに学習をしておくこと。長文読解では大学入試向けの英単語帳で標準レベル（1000語程度）までの暗記は必須。
また、【Ⅲ】の空所補充の問題では教科書レベルの文法や語法の知識を問う問題も出題される。準動詞（不定詞、
動名詞、分詞）や仮定法を含めた動詞の語形変化を問う問題が多く出題されるため、これらを優先的に学習すること。

入試１か月前の期間では、②の期間で間違えた問題をもう一度復習すること。再度間違えてしまった問題に
関しては徹底的に学習をしておくことで弱点を補強しておくこと。大問ごとに何分かけるかなどの時間配分の
最終調整、グラフに関する単語や表現などの再確認を行うこと。

①基礎力の強化

②過去問で弱点の
　確認と対策

③入試までの
　最終確認

【I】

【II】

【III】

【IＶ】

９月以降は過去問の演習を含めた問題演習を通した学習を行うこと。過去問では各大問でかかった時間と正答率を
記録しておき、自分の弱点の確認と、その対策を重点的に行うこと。【Ⅰ】では文章の内容理解を問う問題（４択の
英問英答選択が２問、正誤問題が４問）が中心である。あらかじめ問題の英文を読んでおき、解答の根拠にあたる部
分を探しながら文章を読む練習を行っておくこと。問題演習を行う際、教材に直接書き込まずノートに演習を行い、
教材には間違えた問題の番号にチェックを入れること。間違えた問題をたくさんストックしていくことで、自分にとって
の最高の問題集を作る。一方、長文の対策としては１文１文の文の構造まで確認しながら丁寧に読む「精読」と、できる
だけたくさんの文章を読み、文章の流れをつかむ訓練をする「多読」を並行して行うこと。

【英語】
2024年度 2022年度～2024年度

出題率・分野別出題数
2022年度～2024年度
出題分野割合

一般公募 一般公募
一般公募

11/2 11/3 11/4 1/18 1/19 1/22 1/31 出題率 出題率出題数／総数 出題数／総数

長
文
読
解

会
話
文

文
法
・
語
法

グラフを用いた空所補充問題

接続・ディスコースマーカー

単語・語彙・イディオム

文法・語法

文挿入

指示語等内容

同意表現・多義語・類語

内容一致

語句整序

和文英訳

英文和訳

文整序・パラグラフ整序

文法・イディオム・語彙

定型表現型

その他の文脈判断

文法・語法

イディオム・語彙

同意表現

誤文訂正

語句整序

和文英訳

和文英訳

英文和訳

発音・アクセント

段落指定あり

段落指定なし

表題・テーマ・主張

空所補充

空所補充

下線部

本文

空所補充
（セリフ）

内容

一致

4

3

7

6

4

6

3

4

7

1

5

5

5

4

3

7

6

6

4

4

6

1

4

6

8

4

5

4

6

2

5

4

9

3

5

4

6

4

7

6

6

5

4

6

4

3

4

8

4

5

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

66.7%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0

30

0

0

0

33

0

0

0

0

0

63

0

0

0

7

47

0

0

0

59

31

0

0

0

0

0

／ 126

／ 126

／ 126

／ 126

／ 126

／ 126

／ 126

／ 126

／ 126

／ 126

／ 126

／ 126

／ 126

／ 126

／ 54

／ 54

／ 54

／ 54

／ 54

／ 90

／ 90

／ 90

／ 90

／ 90

／ 90

／ 90

／ 0

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

91.7%

100.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0

0

0

0

0

48

0

0

0

0

0

72

0

0

23

30

78

0

0

0

86

58

0

0

0

0

60

／ 120

／ 120

／ 120

／ 120

／ 120

／ 120

／ 120

／ 120

／ 120

／ 120

／ 120

／ 120

／ 120

／ 120

／ 131

／ 131

／ 131

／ 131

／ 131

／ 144

／ 144

／ 144

／ 144

／ 144

／ 144

／ 144

／ 60

全体

長文読解

会話文

文法・語法

本文
内容一致
60.0%

同意表現・
多義語・類語
40.0%

本文
内容一致
23.0%単語・語彙・

イディオム
50.0% 同意表現・

多義語・類語
27.0%

長文読解
46.7%

会話文
20.0%

文法・語法
33.3%

グラフを用いた
空所補充問題  13.2％

長文読解
26.4%

会話文
28.8%

文法・語法
31.6%

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅲ】（8分）→【Ⅳ】（8分）→【Ⅱ】（9分）→【Ⅰ】（30分）→ ＜見直し＞（5分）
知識問題やグラフを用いた問題から解き始めるとよい。【Ⅲ】と【Ⅳ】は文法や語彙を問う知識問題で
あるため優先的に解き、【Ⅱ】や【Ⅰ】の会話文や長文読解を丁寧に解く。

文法・イディオム・語彙
17.6%

イディオム・
語彙
34.4% 文法・語法

65.6%

イディオム・
語彙
40.3% 文法・語法

59.7%

その他文脈判断
87.0%

定型
表現型
13.0%

その他
文脈判断
59.5%

定型
表現型
22.9%

長文読解（総合問題） 会話文（適文補充）

文法・語法（空所補充） グラフ問題（空所補充）
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2024年度  問題分析（分析対象日：2024年1月18日）

入試対策
1月12月11月10月9月8月7月6月5月４月

基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習
公募 ❶ ❷ ❸

一般 ❶ ❷ ❸

英語 試験時間：
国語と合わせて90分公募

満点： 100点 解答方式 ： マークセンス方式
60分一般

出題傾向表（過去３年間）

全体概観

公募は長文、会話文、文法・語彙問題の計３題、小問数30問。一般は、グラフ読み取り問題を加えて計4題で小問数は38問構成。

大問数・小問数ともに2023年度から変化なし。設問形式は空所補充と下線部を問う問題形式が全体のうち約８割出題されている。

長文では内容の理解を問う問題が、公募では約5割、一般では６割出題されている。会話文は文脈判断を問う形式が約６～９割

だが、一般では2023年度同様、定型表現が１～４問出題された。

グラフ問題は頻出。2024年度は年度別の交通事故と怪我人の数の推移を読み取るグラフが出題された。

空所補充、下線部を問う問題の対策は入念に
読解力の強化を
一般はグラフ問題が頻出

【I】 【II】

【III】 【IV】

問題構成
（大問数4題／
小問数38問）

【合格目安】
正答率 54～60％

文章量は、2023年度と大きな変化なし。題材は2023年度と同様、現代の社会
問題を扱った長文。下線部の同意表現の問題では、やや難解な語彙や抽象的
な表現を含む部分が出題されるため、前後の文脈から適切な意味を判断する
能力が試される。語彙の難易度は市販の大学受験向けの英単語の標準レベ
ルまでを覚えておけば十分に対応できる。

「退職代行サービス
とは一体どのような
ものなのか」

3～5文で構成される会話文中の空所に適する1文を選択する問題。相手の
問いに対してNever mind.「心配しないで」やI missed it.「見逃してしまった」
といった会話で多く使われる表現の理解を問う問題が出題されている。文脈
判断の選択肢も依然として頻出。文脈を正しく理解する読解力を高めることに
加え、日常的な会話で広く用いられるフレーズの暗記を中心に対策を行って
おくこと。

会話文

1つの空所に適する語句を選択して1文を完成させる問題。標準レベルの文法
や語法の理解と、単語や熟語の知識が問われる。難解な語や文の構造の理解
を問う問題は出題されない。文法では関係代名詞や、不定詞と動名詞の使い
分けが多く出題される。文法や語法の基礎的なルールを正しく理解すること
で対応が可能である。また語彙の問題では、前置詞句（前置詞を含む熟語）の
前置詞部分を問う問題が数問出題される。

文法、語法、
語彙の
空所補充問題

グラフの内容と一致する英文となるように、空所に適する語句を選択する形式
の問題。グラフの数字を読み解くのはもちろんのこと、空所の前後で使用されて
いる表現を理解することも必要。変化の程度を表す副詞（sharply「急激に」
やslightly「わずかに」など）や比較表現が使われている文に注意してグラフ
からどの年度の数字を読み取るべきなのか理解が必要。

「年度別の交通事故と
怪我人の数の推移を
表すグラフ」

問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

10 40点

11 22点

12 24点

5 14点

８月までは文章を読むうえで必要不可欠な語彙力や語法、会話での慣用表現などの暗記の部分に重点をおいた学
習をすること。特に、一般では毎年グラフを用いた問題が出題されるため、グラフに関係する語や表現の暗記は念入
りに学習をしておくこと。長文読解では大学入試向けの英単語帳で標準レベル（1000語程度）までの暗記は必須。
また、【Ⅲ】の空所補充の問題では教科書レベルの文法や語法の知識を問う問題も出題される。準動詞（不定詞、
動名詞、分詞）や仮定法を含めた動詞の語形変化を問う問題が多く出題されるため、これらを優先的に学習すること。

入試１か月前の期間では、②の期間で間違えた問題をもう一度復習すること。再度間違えてしまった問題に
関しては徹底的に学習をしておくことで弱点を補強しておくこと。大問ごとに何分かけるかなどの時間配分の
最終調整、グラフに関する単語や表現などの再確認を行うこと。

①基礎力の強化

②過去問で弱点の
　確認と対策

③入試までの
　最終確認

【I】

【II】

【III】

【IＶ】

９月以降は過去問の演習を含めた問題演習を通した学習を行うこと。過去問では各大問でかかった時間と正答率を
記録しておき、自分の弱点の確認と、その対策を重点的に行うこと。【Ⅰ】では文章の内容理解を問う問題（４択の
英問英答選択が２問、正誤問題が４問）が中心である。あらかじめ問題の英文を読んでおき、解答の根拠にあたる部
分を探しながら文章を読む練習を行っておくこと。問題演習を行う際、教材に直接書き込まずノートに演習を行い、
教材には間違えた問題の番号にチェックを入れること。間違えた問題をたくさんストックしていくことで、自分にとって
の最高の問題集を作る。一方、長文の対策としては１文１文の文の構造まで確認しながら丁寧に読む「精読」と、できる
だけたくさんの文章を読み、文章の流れをつかむ訓練をする「多読」を並行して行うこと。

【英語】
2024年度 2022年度～2024年度

出題率・分野別出題数
2022年度～2024年度
出題分野割合

一般公募 一般公募
一般公募

11/2 11/3 11/4 1/18 1/19 1/22 1/31 出題率 出題率出題数／総数 出題数／総数
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グラフを用いた空所補充問題

接続・ディスコースマーカー

単語・語彙・イディオム

文法・語法

文挿入

指示語等内容

同意表現・多義語・類語

内容一致

語句整序

和文英訳

英文和訳

文整序・パラグラフ整序

文法・イディオム・語彙

定型表現型

その他の文脈判断

文法・語法

イディオム・語彙

同意表現

誤文訂正

語句整序

和文英訳

和文英訳

英文和訳

発音・アクセント

段落指定あり

段落指定なし

表題・テーマ・主張

空所補充

空所補充

下線部

本文

空所補充
（セリフ）

内容
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／ 144

／ 60

全体

長文読解

会話文

文法・語法

本文
内容一致
60.0%

同意表現・
多義語・類語
40.0%

本文
内容一致
23.0%単語・語彙・

イディオム
50.0% 同意表現・

多義語・類語
27.0%

長文読解
46.7%

会話文
20.0%

文法・語法
33.3%

グラフを用いた
空所補充問題  13.2％

長文読解
26.4%

会話文
28.8%

文法・語法
31.6%

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅲ】（8分）→【Ⅳ】（8分）→【Ⅱ】（9分）→【Ⅰ】（30分）→ ＜見直し＞（5分）
知識問題やグラフを用いた問題から解き始めるとよい。【Ⅲ】と【Ⅳ】は文法や語彙を問う知識問題で
あるため優先的に解き、【Ⅱ】や【Ⅰ】の会話文や長文読解を丁寧に解く。

文法・イディオム・語彙
17.6%

イディオム・
語彙
34.4% 文法・語法

65.6%

イディオム・
語彙
40.3% 文法・語法

59.7%

その他文脈判断
87.0%

定型
表現型
13.0%

その他
文脈判断
59.5%

定型
表現型
22.9%

長文読解（総合問題） 会話文（適文補充）

文法・語法（空所補充） グラフ問題（空所補充）
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2024年度  問題分析（分析対象日：2024年1月18日）

入試対策
1月12月11月10月9月8月7月6月5月４月

基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習
公募 ❶ ❷ ❸

一般 ❶ ❷ ❸

英語 試験時間：
国語と合わせて90分公募

満点： 100点 解答方式 ： マークセンス方式
60分一般

出題傾向表（過去３年間）

全体概観

公募は長文、会話文、文法・語彙問題の計３題、小問数30問。一般は、グラフ読み取り問題を加えて計4題で小問数は38問構成。

大問数・小問数ともに2023年度から変化なし。設問形式は空所補充と下線部を問う問題形式が全体のうち約８割出題されている。

長文では内容の理解を問う問題が、公募では約5割、一般では６割出題されている。会話文は文脈判断を問う形式が約６～９割

だが、一般では2023年度同様、定型表現が１～４問出題された。

グラフ問題は頻出。2024年度は年度別の交通事故と怪我人の数の推移を読み取るグラフが出題された。

空所補充、下線部を問う問題の対策は入念に
読解力の強化を
一般はグラフ問題が頻出

【I】 【II】

【III】 【IV】

問題構成
（大問数4題／
小問数38問）

【合格目安】
正答率 54～60％

文章量は、2023年度と大きな変化なし。題材は2023年度と同様、現代の社会
問題を扱った長文。下線部の同意表現の問題では、やや難解な語彙や抽象的
な表現を含む部分が出題されるため、前後の文脈から適切な意味を判断する
能力が試される。語彙の難易度は市販の大学受験向けの英単語の標準レベ
ルまでを覚えておけば十分に対応できる。

「退職代行サービス
とは一体どのような
ものなのか」

3～5文で構成される会話文中の空所に適する1文を選択する問題。相手の
問いに対してNever mind.「心配しないで」やI missed it.「見逃してしまった」
といった会話で多く使われる表現の理解を問う問題が出題されている。文脈
判断の選択肢も依然として頻出。文脈を正しく理解する読解力を高めることに
加え、日常的な会話で広く用いられるフレーズの暗記を中心に対策を行って
おくこと。

会話文

1つの空所に適する語句を選択して1文を完成させる問題。標準レベルの文法
や語法の理解と、単語や熟語の知識が問われる。難解な語や文の構造の理解
を問う問題は出題されない。文法では関係代名詞や、不定詞と動名詞の使い
分けが多く出題される。文法や語法の基礎的なルールを正しく理解すること
で対応が可能である。また語彙の問題では、前置詞句（前置詞を含む熟語）の
前置詞部分を問う問題が数問出題される。

文法、語法、
語彙の
空所補充問題

グラフの内容と一致する英文となるように、空所に適する語句を選択する形式
の問題。グラフの数字を読み解くのはもちろんのこと、空所の前後で使用されて
いる表現を理解することも必要。変化の程度を表す副詞（sharply「急激に」
やslightly「わずかに」など）や比較表現が使われている文に注意してグラフ
からどの年度の数字を読み取るべきなのか理解が必要。

「年度別の交通事故と
怪我人の数の推移を
表すグラフ」

問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

10 40点

11 22点

12 24点

5 14点

８月までは文章を読むうえで必要不可欠な語彙力や語法、会話での慣用表現などの暗記の部分に重点をおいた学
習をすること。特に、一般では毎年グラフを用いた問題が出題されるため、グラフに関係する語や表現の暗記は念入
りに学習をしておくこと。長文読解では大学入試向けの英単語帳で標準レベル（1000語程度）までの暗記は必須。
また、【Ⅲ】の空所補充の問題では教科書レベルの文法や語法の知識を問う問題も出題される。準動詞（不定詞、
動名詞、分詞）や仮定法を含めた動詞の語形変化を問う問題が多く出題されるため、これらを優先的に学習すること。

入試１か月前の期間では、②の期間で間違えた問題をもう一度復習すること。再度間違えてしまった問題に
関しては徹底的に学習をしておくことで弱点を補強しておくこと。大問ごとに何分かけるかなどの時間配分の
最終調整、グラフに関する単語や表現などの再確認を行うこと。

①基礎力の強化

②過去問で弱点の
　確認と対策

③入試までの
　最終確認

【I】

【II】

【III】

【IＶ】

９月以降は過去問の演習を含めた問題演習を通した学習を行うこと。過去問では各大問でかかった時間と正答率を
記録しておき、自分の弱点の確認と、その対策を重点的に行うこと。【Ⅰ】では文章の内容理解を問う問題（４択の
英問英答選択が２問、正誤問題が４問）が中心である。あらかじめ問題の英文を読んでおき、解答の根拠にあたる部
分を探しながら文章を読む練習を行っておくこと。問題演習を行う際、教材に直接書き込まずノートに演習を行い、
教材には間違えた問題の番号にチェックを入れること。間違えた問題をたくさんストックしていくことで、自分にとって
の最高の問題集を作る。一方、長文の対策としては１文１文の文の構造まで確認しながら丁寧に読む「精読」と、できる
だけたくさんの文章を読み、文章の流れをつかむ訓練をする「多読」を並行して行うこと。

【英語】
2024年度 2022年度～2024年度

出題率・分野別出題数
2022年度～2024年度
出題分野割合

一般公募 一般公募
一般公募

11/2 11/3 11/4 1/18 1/19 1/22 1/31 出題率 出題率出題数／総数 出題数／総数
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接続・ディスコースマーカー

単語・語彙・イディオム

文法・語法

文挿入

指示語等内容

同意表現・多義語・類語

内容一致

語句整序

和文英訳

英文和訳

文整序・パラグラフ整序

文法・イディオム・語彙

定型表現型

その他の文脈判断

文法・語法

イディオム・語彙

同意表現

誤文訂正

語句整序

和文英訳

和文英訳

英文和訳

発音・アクセント

段落指定あり

段落指定なし

表題・テーマ・主張

空所補充

空所補充

下線部

本文

空所補充
（セリフ）

内容
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内容一致
23.0%単語・語彙・
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50.0% 同意表現・

多義語・類語
27.0%

長文読解
46.7%

会話文
20.0%

文法・語法
33.3%

グラフを用いた
空所補充問題  13.2％

長文読解
26.4%

会話文
28.8%

文法・語法
31.6%

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅲ】（8分）→【Ⅳ】（8分）→【Ⅱ】（9分）→【Ⅰ】（30分）→ ＜見直し＞（5分）
知識問題やグラフを用いた問題から解き始めるとよい。【Ⅲ】と【Ⅳ】は文法や語彙を問う知識問題で
あるため優先的に解き、【Ⅱ】や【Ⅰ】の会話文や長文読解を丁寧に解く。

文法・イディオム・語彙
17.6%

イディオム・
語彙
34.4% 文法・語法

65.6%

イディオム・
語彙
40.3% 文法・語法

59.7%

その他文脈判断
87.0%

定型
表現型
13.0%

その他
文脈判断
59.5%

定型
表現型
22.9%

長文読解（総合問題） 会話文（適文補充）

文法・語法（空所補充） グラフ問題（空所補充）
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2024年度  問題分析（分析対象日：2024年1月18日）

入試対策
1月12月11月10月9月8月7月6月5月４月

基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習
公募 ❶ ❷ ❸

一般 ❶ ❷ ❸

英語 試験時間：
国語と合わせて90分公募

満点： 100点 解答方式 ： マークセンス方式
60分一般

出題傾向表（過去３年間）

全体概観

公募は長文、会話文、文法・語彙問題の計３題、小問数30問。一般は、グラフ読み取り問題を加えて計4題で小問数は38問構成。

大問数・小問数ともに2023年度から変化なし。設問形式は空所補充と下線部を問う問題形式が全体のうち約８割出題されている。

長文では内容の理解を問う問題が、公募では約5割、一般では６割出題されている。会話文は文脈判断を問う形式が約６～９割

だが、一般では2023年度同様、定型表現が１～４問出題された。

グラフ問題は頻出。2024年度は年度別の交通事故と怪我人の数の推移を読み取るグラフが出題された。

空所補充、下線部を問う問題の対策は入念に
読解力の強化を
一般はグラフ問題が頻出

【I】 【II】

【III】 【IV】

問題構成
（大問数4題／
小問数38問）

【合格目安】
正答率 54～60％

文章量は、2023年度と大きな変化なし。題材は2023年度と同様、現代の社会
問題を扱った長文。下線部の同意表現の問題では、やや難解な語彙や抽象的
な表現を含む部分が出題されるため、前後の文脈から適切な意味を判断する
能力が試される。語彙の難易度は市販の大学受験向けの英単語の標準レベ
ルまでを覚えておけば十分に対応できる。

「退職代行サービス
とは一体どのような
ものなのか」

3～5文で構成される会話文中の空所に適する1文を選択する問題。相手の
問いに対してNever mind.「心配しないで」やI missed it.「見逃してしまった」
といった会話で多く使われる表現の理解を問う問題が出題されている。文脈
判断の選択肢も依然として頻出。文脈を正しく理解する読解力を高めることに
加え、日常的な会話で広く用いられるフレーズの暗記を中心に対策を行って
おくこと。

会話文

1つの空所に適する語句を選択して1文を完成させる問題。標準レベルの文法
や語法の理解と、単語や熟語の知識が問われる。難解な語や文の構造の理解
を問う問題は出題されない。文法では関係代名詞や、不定詞と動名詞の使い
分けが多く出題される。文法や語法の基礎的なルールを正しく理解すること
で対応が可能である。また語彙の問題では、前置詞句（前置詞を含む熟語）の
前置詞部分を問う問題が数問出題される。

文法、語法、
語彙の
空所補充問題

グラフの内容と一致する英文となるように、空所に適する語句を選択する形式
の問題。グラフの数字を読み解くのはもちろんのこと、空所の前後で使用されて
いる表現を理解することも必要。変化の程度を表す副詞（sharply「急激に」
やslightly「わずかに」など）や比較表現が使われている文に注意してグラフ
からどの年度の数字を読み取るべきなのか理解が必要。

「年度別の交通事故と
怪我人の数の推移を
表すグラフ」

問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

10 40点

11 22点

12 24点

5 14点

８月までは文章を読むうえで必要不可欠な語彙力や語法、会話での慣用表現などの暗記の部分に重点をおいた学
習をすること。特に、一般では毎年グラフを用いた問題が出題されるため、グラフに関係する語や表現の暗記は念入
りに学習をしておくこと。長文読解では大学入試向けの英単語帳で標準レベル（1000語程度）までの暗記は必須。
また、【Ⅲ】の空所補充の問題では教科書レベルの文法や語法の知識を問う問題も出題される。準動詞（不定詞、
動名詞、分詞）や仮定法を含めた動詞の語形変化を問う問題が多く出題されるため、これらを優先的に学習すること。

入試１か月前の期間では、②の期間で間違えた問題をもう一度復習すること。再度間違えてしまった問題に
関しては徹底的に学習をしておくことで弱点を補強しておくこと。大問ごとに何分かけるかなどの時間配分の
最終調整、グラフに関する単語や表現などの再確認を行うこと。

①基礎力の強化

②過去問で弱点の
　確認と対策

③入試までの
　最終確認

【I】

【II】

【III】

【IＶ】

９月以降は過去問の演習を含めた問題演習を通した学習を行うこと。過去問では各大問でかかった時間と正答率を
記録しておき、自分の弱点の確認と、その対策を重点的に行うこと。【Ⅰ】では文章の内容理解を問う問題（４択の
英問英答選択が２問、正誤問題が４問）が中心である。あらかじめ問題の英文を読んでおき、解答の根拠にあたる部
分を探しながら文章を読む練習を行っておくこと。問題演習を行う際、教材に直接書き込まずノートに演習を行い、
教材には間違えた問題の番号にチェックを入れること。間違えた問題をたくさんストックしていくことで、自分にとって
の最高の問題集を作る。一方、長文の対策としては１文１文の文の構造まで確認しながら丁寧に読む「精読」と、できる
だけたくさんの文章を読み、文章の流れをつかむ訓練をする「多読」を並行して行うこと。

【英語】
2024年度 2022年度～2024年度

出題率・分野別出題数
2022年度～2024年度
出題分野割合

一般公募 一般公募
一般公募

11/2 11/3 11/4 1/18 1/19 1/22 1/31 出題率 出題率出題数／総数 出題数／総数

長
文
読
解

会
話
文

文
法
・
語
法

グラフを用いた空所補充問題

接続・ディスコースマーカー

単語・語彙・イディオム

文法・語法

文挿入

指示語等内容

同意表現・多義語・類語

内容一致

語句整序

和文英訳

英文和訳

文整序・パラグラフ整序

文法・イディオム・語彙

定型表現型

その他の文脈判断

文法・語法

イディオム・語彙

同意表現

誤文訂正

語句整序

和文英訳

和文英訳

英文和訳

発音・アクセント

段落指定あり

段落指定なし

表題・テーマ・主張

空所補充

空所補充

下線部

本文

空所補充
（セリフ）

内容

一致

4

3

7

6

4

6

3

4

7

1

5

5

5

4

3

7

6

6

4

4

6

1

4

6

8

4

5

4

6

2

5

4

9

3

5

4

6

4

7

6

6

5

4

6

4

3

4

8

4

5

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

66.7%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0

30

0

0

0

33

0

0

0

0

0

63

0

0

0

7

47

0

0

0

59

31

0

0

0

0

0

／ 126

／ 126

／ 126

／ 126

／ 126

／ 126

／ 126

／ 126

／ 126

／ 126

／ 126

／ 126

／ 126

／ 126

／ 54

／ 54

／ 54

／ 54

／ 54

／ 90

／ 90

／ 90

／ 90

／ 90

／ 90

／ 90

／ 0

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

91.7%

100.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0

0

0

0

0

48

0

0

0

0

0

72

0

0

23

30

78

0

0

0

86

58

0

0

0

0

60

／ 120

／ 120

／ 120

／ 120

／ 120

／ 120

／ 120

／ 120

／ 120

／ 120

／ 120

／ 120

／ 120

／ 120

／ 131

／ 131

／ 131

／ 131

／ 131

／ 144

／ 144

／ 144

／ 144

／ 144

／ 144

／ 144

／ 60

全体

長文読解

会話文

文法・語法

本文
内容一致
60.0%

同意表現・
多義語・類語
40.0%

本文
内容一致
23.0%単語・語彙・

イディオム
50.0% 同意表現・

多義語・類語
27.0%

長文読解
46.7%

会話文
20.0%

文法・語法
33.3%

グラフを用いた
空所補充問題  13.2％

長文読解
26.4%

会話文
28.8%

文法・語法
31.6%

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅲ】（8分）→【Ⅳ】（8分）→【Ⅱ】（9分）→【Ⅰ】（30分）→ ＜見直し＞（5分）
知識問題やグラフを用いた問題から解き始めるとよい。【Ⅲ】と【Ⅳ】は文法や語彙を問う知識問題で
あるため優先的に解き、【Ⅱ】や【Ⅰ】の会話文や長文読解を丁寧に解く。

文法・イディオム・語彙
17.6%

イディオム・
語彙
34.4% 文法・語法

65.6%

イディオム・
語彙
40.3% 文法・語法

59.7%

その他文脈判断
87.0%

定型
表現型
13.0%

その他
文脈判断
59.5%

定型
表現型
22.9%

長文読解（総合問題） 会話文（適文補充）

文法・語法（空所補充） グラフ問題（空所補充）
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出題傾向表（過去３年間）

全体概観

1月12月11月10月9月8月7月6月5月４月
基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習

一般 ❶ ❷ ❸

2024年度  問題分析（分析対象日：2024年1月18日）

入試対策

日本史 試験時間：60分 満点： 100点 解答方式 ： マークセンス方式

全日程ともに大問3題、【Ⅰ】古代・中世から14問、【Ⅱ】近世から10問、【Ⅲ】近現代から18問の計42問の小問で構成。標準以下

の難易度の問題が多く、基本的な問題は確実に答えられるようにしておきたい。

2023年度に続き弥生以前からの出題はないなど、出題されている時代にやや偏りが見られる。政治・経済・外交に関する問題が

多く、時代と同様に、テーマについても的を絞った対策が有効。

どの大問も最低1問、大体は複数の史料読解問題が出題されている。史料問題対策は時代に関係なく必須。

2024年度は原始（弥生以前）からの出題無し
政治・経済・外交史を扱った問題が圧倒的に多い
各大問に必ず史料問題あり

【日本史】
2024年度 2022年度～2024年度

単元別出題率一般

1/18 出題率 0 50 1001/19 1/22 1/31

旧石器文化・縄文文化・弥生文化

古墳文化とヤマト政権

律令国家の形成

平城京と平安京

摂関政治と国風文化

院政と武士の成長

平氏の台頭と鎌倉幕府の成立

鎌倉幕府の衰退と鎌倉文化

室町幕府の成立と衰退

信長・秀吉政権と桃山文化

江戸幕府の成立

幕政の改革

開国と幕府の滅亡

明治維新と文明開化

立憲国家の成立

日清戦争と日露戦争

第一次世界大戦とワシントン体制

政党内閣の成立と市民文化

軍部の台頭と第二次世界大戦

占領下の改革

日本の復興と国際復帰

経済大国と激動する世界
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8.3%

25.0%

83.3%

83.3%

66.7%

41.7%

75.0%

66.7%

100.0%

66.7%

100.0%

91.7%

25.0%

83.3%

58.3%

83.3%

75.0%

75.0%

91.7%

83.3%

83.3%

41.7%

原
始

古
代

中
世

近
世

近
代

現
代

問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

【I】 14 35点

飛鳥時代の白村江の戦いから室町時代の南北朝合体まで、皇族の系譜や政治的
立場の変遷を軸に政治史の流れを述べた3つのリード文から出題されている。
問題も政治に関連するものがほとんどで、全体的に難易度は平易。史料問題も基本
的な関連知識と古文読解力で十分対応できる。用語集で基本的な用語の意味を
確認しつつ、時代ごとの特徴に注意しながら政治史の流れを押さえておくとよい。

10 25点【II】

18 40点【III】

飛鳥～南北朝期の
政治史

安土桃山・江戸期の
商業政策

近現代の外交史

織豊政権から江戸幕末までの各政権の商業政策と当時の商業のしくみについ
て、3つのリード文から出題されている。この時代の商業に関するやや細かい
知識が必要な問題もあるが、おおむね標準レベルの難易度。史料問題も標準
以上の関連知識と読解力の両方が求められている。時代に関係なく、標準レベル
の史料問題は確実に解ける力を身につけておきたい。また、近世の大問は小問数
が最も少ないが、【Ⅰ】よりも細かい知識を問われるものが多い傾向があるため、
江戸時代の政治・経済史については細かい知識まで定着させておきたい。

明治政府の征韓論以来の対朝鮮政策から太平洋戦争後の近隣諸国との国交回復ま
で、近現代の日本の外交に関する4つのリード文から出題されている。近現代の大問は
毎回小問数が最も多く、また問われる知識も細かいものがかなりある。大体の問題は
標準的な知識があれば、少なくとも消去法で答えられるレベルではあるが、この時代の
できごとについては必ず年代と結びつけて覚えること、特に諸政策は内閣ごとにどの
ような政策を行ったかを整理して覚えておくことを意識したい。また、この時代も例年
政治・経済史の問題が中心であるが、問13のように年代に関連する問題などでジャンル
に関係なく出される可能性があるため、その点も意識して対策を進めるようにしたい。

問題構成（大問数3題／小問数42問） 【I】 古代・中世（総合問題）

【III】近現代（総合問題）【II】近世（総合問題）

【合格目安】
正答率 55～61％

夏休みの終わりまでには、教科書、参考書を用いて全単元を最低限一周し、日本史の全体的な流れをつかんでおくこと
が望ましい。入試問題は政治史・経済史からの出題が多い傾向があるが、この時期はジャンルにこだわらず基本的な
知識を固めていきたい。ただし近現代については、政治史を軸に時代の流れに合わせて重要事項をできるだけ細かく
把握しておきたい。

11月までは、入試問題の形式になれることと苦手分野の洗い出しのために、マーク式の問題集を用いた演習を繰り返し行う。
その際、間違えた問題を教科書で再確認するだけでなく、正解できた問題の他の選択肢の誤っている箇所を明確に指摘
できるかも確認したい。入試の出題傾向に合わせて、近世以降の政治・経済史については特に重点的に苦手克服を図る。

12月からは過去問演習を徹底的に行う。入試では過去の問題から焼き直しで出題されることも少なくないため、年度
にこだわらずできるだけ多くの過去問を演習しておくとよい。また、過去問演習では単に問題を解くのみではなく出題
形式や出題傾向を把握しておく。出題形式や出題傾向が似ている他大学の入試問題を活用するのも有効。正誤問題
などは形式が似ているため過去のセンター試験も対策に利用できる。

①全時代の通史の
　学習を早めに
　完了させる

②苦手克服を
　意識した演習

③過去問演習の
　徹底

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅰ】（18分）→【Ⅱ】（15分）→【Ⅲ】（22分）→＜見直し＞（5分）
後の大問ほど難易度が高い傾向があるため、基本的には【Ⅰ】・【Ⅱ】・【Ⅲ】の順番通り解答していけばよい。
史料問題や正誤問題が多いため、文章の読み間違いには注意が必要。見直しの時間は確保したい。
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出題傾向表（過去３年間）

全体概観

1月12月11月10月9月8月7月6月5月４月
基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習

一般 ❶ ❷ ❸

2024年度  問題分析（分析対象日：2024年1月18日）

入試対策

日本史 試験時間：60分 満点： 100点 解答方式 ： マークセンス方式

全日程ともに大問3題、【Ⅰ】古代・中世から14問、【Ⅱ】近世から10問、【Ⅲ】近現代から18問の計42問の小問で構成。標準以下

の難易度の問題が多く、基本的な問題は確実に答えられるようにしておきたい。

2023年度に続き弥生以前からの出題はないなど、出題されている時代にやや偏りが見られる。政治・経済・外交に関する問題が

多く、時代と同様に、テーマについても的を絞った対策が有効。

どの大問も最低1問、大体は複数の史料読解問題が出題されている。史料問題対策は時代に関係なく必須。

2024年度は原始（弥生以前）からの出題無し
政治・経済・外交史を扱った問題が圧倒的に多い
各大問に必ず史料問題あり

【日本史】
2024年度 2022年度～2024年度

単元別出題率一般

1/18 出題率 0 50 1001/19 1/22 1/31

旧石器文化・縄文文化・弥生文化
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江戸幕府の成立
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立憲国家の成立
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軍部の台頭と第二次世界大戦

占領下の改革

日本の復興と国際復帰
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問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

【I】 14 35点

飛鳥時代の白村江の戦いから室町時代の南北朝合体まで、皇族の系譜や政治的
立場の変遷を軸に政治史の流れを述べた3つのリード文から出題されている。
問題も政治に関連するものがほとんどで、全体的に難易度は平易。史料問題も基本
的な関連知識と古文読解力で十分対応できる。用語集で基本的な用語の意味を
確認しつつ、時代ごとの特徴に注意しながら政治史の流れを押さえておくとよい。

10 25点【II】

18 40点【III】

飛鳥～南北朝期の
政治史

安土桃山・江戸期の
商業政策

近現代の外交史

織豊政権から江戸幕末までの各政権の商業政策と当時の商業のしくみについ
て、3つのリード文から出題されている。この時代の商業に関するやや細かい
知識が必要な問題もあるが、おおむね標準レベルの難易度。史料問題も標準
以上の関連知識と読解力の両方が求められている。時代に関係なく、標準レベル
の史料問題は確実に解ける力を身につけておきたい。また、近世の大問は小問数
が最も少ないが、【Ⅰ】よりも細かい知識を問われるものが多い傾向があるため、
江戸時代の政治・経済史については細かい知識まで定着させておきたい。

明治政府の征韓論以来の対朝鮮政策から太平洋戦争後の近隣諸国との国交回復ま
で、近現代の日本の外交に関する4つのリード文から出題されている。近現代の大問は
毎回小問数が最も多く、また問われる知識も細かいものがかなりある。大体の問題は
標準的な知識があれば、少なくとも消去法で答えられるレベルではあるが、この時代の
できごとについては必ず年代と結びつけて覚えること、特に諸政策は内閣ごとにどの
ような政策を行ったかを整理して覚えておくことを意識したい。また、この時代も例年
政治・経済史の問題が中心であるが、問13のように年代に関連する問題などでジャンル
に関係なく出される可能性があるため、その点も意識して対策を進めるようにしたい。

問題構成（大問数3題／小問数42問） 【I】 古代・中世（総合問題）

【III】近現代（総合問題）【II】近世（総合問題）

【合格目安】
正答率 55～61％

夏休みの終わりまでには、教科書、参考書を用いて全単元を最低限一周し、日本史の全体的な流れをつかんでおくこと
が望ましい。入試問題は政治史・経済史からの出題が多い傾向があるが、この時期はジャンルにこだわらず基本的な
知識を固めていきたい。ただし近現代については、政治史を軸に時代の流れに合わせて重要事項をできるだけ細かく
把握しておきたい。

11月までは、入試問題の形式になれることと苦手分野の洗い出しのために、マーク式の問題集を用いた演習を繰り返し行う。
その際、間違えた問題を教科書で再確認するだけでなく、正解できた問題の他の選択肢の誤っている箇所を明確に指摘
できるかも確認したい。入試の出題傾向に合わせて、近世以降の政治・経済史については特に重点的に苦手克服を図る。

12月からは過去問演習を徹底的に行う。入試では過去の問題から焼き直しで出題されることも少なくないため、年度
にこだわらずできるだけ多くの過去問を演習しておくとよい。また、過去問演習では単に問題を解くのみではなく出題
形式や出題傾向を把握しておく。出題形式や出題傾向が似ている他大学の入試問題を活用するのも有効。正誤問題
などは形式が似ているため過去のセンター試験も対策に利用できる。

①全時代の通史の
　学習を早めに
　完了させる

②苦手克服を
　意識した演習

③過去問演習の
　徹底

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅰ】（18分）→【Ⅱ】（15分）→【Ⅲ】（22分）→＜見直し＞（5分）
後の大問ほど難易度が高い傾向があるため、基本的には【Ⅰ】・【Ⅱ】・【Ⅲ】の順番通り解答していけばよい。
史料問題や正誤問題が多いため、文章の読み間違いには注意が必要。見直しの時間は確保したい。
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出題傾向表（過去３年間）

全体概観

1月12月11月10月9月8月7月6月5月４月
基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習

一般 ❶ ❷ ❸

2024年度  問題分析（分析対象日：2024年1月18日）

入試対策

日本史 試験時間：60分 満点： 100点 解答方式 ： マークセンス方式

全日程ともに大問3題、【Ⅰ】古代・中世から14問、【Ⅱ】近世から10問、【Ⅲ】近現代から18問の計42問の小問で構成。標準以下

の難易度の問題が多く、基本的な問題は確実に答えられるようにしておきたい。

2023年度に続き弥生以前からの出題はないなど、出題されている時代にやや偏りが見られる。政治・経済・外交に関する問題が

多く、時代と同様に、テーマについても的を絞った対策が有効。

どの大問も最低1問、大体は複数の史料読解問題が出題されている。史料問題対策は時代に関係なく必須。

2024年度は原始（弥生以前）からの出題無し
政治・経済・外交史を扱った問題が圧倒的に多い
各大問に必ず史料問題あり

【日本史】
2024年度 2022年度～2024年度

単元別出題率一般

1/18 出題率 0 50 1001/19 1/22 1/31
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江戸幕府の成立

幕政の改革

開国と幕府の滅亡

明治維新と文明開化

立憲国家の成立

日清戦争と日露戦争

第一次世界大戦とワシントン体制

政党内閣の成立と市民文化

軍部の台頭と第二次世界大戦

占領下の改革

日本の復興と国際復帰

経済大国と激動する世界
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問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点
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立場の変遷を軸に政治史の流れを述べた3つのリード文から出題されている。
問題も政治に関連するものがほとんどで、全体的に難易度は平易。史料問題も基本
的な関連知識と古文読解力で十分対応できる。用語集で基本的な用語の意味を
確認しつつ、時代ごとの特徴に注意しながら政治史の流れを押さえておくとよい。

10 25点【II】

18 40点【III】
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知識が必要な問題もあるが、おおむね標準レベルの難易度。史料問題も標準
以上の関連知識と読解力の両方が求められている。時代に関係なく、標準レベル
の史料問題は確実に解ける力を身につけておきたい。また、近世の大問は小問数
が最も少ないが、【Ⅰ】よりも細かい知識を問われるものが多い傾向があるため、
江戸時代の政治・経済史については細かい知識まで定着させておきたい。

明治政府の征韓論以来の対朝鮮政策から太平洋戦争後の近隣諸国との国交回復ま
で、近現代の日本の外交に関する4つのリード文から出題されている。近現代の大問は
毎回小問数が最も多く、また問われる知識も細かいものがかなりある。大体の問題は
標準的な知識があれば、少なくとも消去法で答えられるレベルではあるが、この時代の
できごとについては必ず年代と結びつけて覚えること、特に諸政策は内閣ごとにどの
ような政策を行ったかを整理して覚えておくことを意識したい。また、この時代も例年
政治・経済史の問題が中心であるが、問13のように年代に関連する問題などでジャンル
に関係なく出される可能性があるため、その点も意識して対策を進めるようにしたい。
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が望ましい。入試問題は政治史・経済史からの出題が多い傾向があるが、この時期はジャンルにこだわらず基本的な
知識を固めていきたい。ただし近現代については、政治史を軸に時代の流れに合わせて重要事項をできるだけ細かく
把握しておきたい。

11月までは、入試問題の形式になれることと苦手分野の洗い出しのために、マーク式の問題集を用いた演習を繰り返し行う。
その際、間違えた問題を教科書で再確認するだけでなく、正解できた問題の他の選択肢の誤っている箇所を明確に指摘
できるかも確認したい。入試の出題傾向に合わせて、近世以降の政治・経済史については特に重点的に苦手克服を図る。

12月からは過去問演習を徹底的に行う。入試では過去の問題から焼き直しで出題されることも少なくないため、年度
にこだわらずできるだけ多くの過去問を演習しておくとよい。また、過去問演習では単に問題を解くのみではなく出題
形式や出題傾向を把握しておく。出題形式や出題傾向が似ている他大学の入試問題を活用するのも有効。正誤問題
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多く、時代と同様に、テーマについても的を絞った対策が有効。

どの大問も最低1問、大体は複数の史料読解問題が出題されている。史料問題対策は時代に関係なく必須。
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問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点
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近現代の外交史
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て、3つのリード文から出題されている。この時代の商業に関するやや細かい
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が最も少ないが、【Ⅰ】よりも細かい知識を問われるものが多い傾向があるため、
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明治政府の征韓論以来の対朝鮮政策から太平洋戦争後の近隣諸国との国交回復ま
で、近現代の日本の外交に関する4つのリード文から出題されている。近現代の大問は
毎回小問数が最も多く、また問われる知識も細かいものがかなりある。大体の問題は
標準的な知識があれば、少なくとも消去法で答えられるレベルではあるが、この時代の
できごとについては必ず年代と結びつけて覚えること、特に諸政策は内閣ごとにどの
ような政策を行ったかを整理して覚えておくことを意識したい。また、この時代も例年
政治・経済史の問題が中心であるが、問13のように年代に関連する問題などでジャンル
に関係なく出される可能性があるため、その点も意識して対策を進めるようにしたい。

問題構成（大問数3題／小問数42問） 【I】 古代・中世（総合問題）

【III】近現代（総合問題）【II】近世（総合問題）

【合格目安】
正答率 55～61％

夏休みの終わりまでには、教科書、参考書を用いて全単元を最低限一周し、日本史の全体的な流れをつかんでおくこと
が望ましい。入試問題は政治史・経済史からの出題が多い傾向があるが、この時期はジャンルにこだわらず基本的な
知識を固めていきたい。ただし近現代については、政治史を軸に時代の流れに合わせて重要事項をできるだけ細かく
把握しておきたい。

11月までは、入試問題の形式になれることと苦手分野の洗い出しのために、マーク式の問題集を用いた演習を繰り返し行う。
その際、間違えた問題を教科書で再確認するだけでなく、正解できた問題の他の選択肢の誤っている箇所を明確に指摘
できるかも確認したい。入試の出題傾向に合わせて、近世以降の政治・経済史については特に重点的に苦手克服を図る。

12月からは過去問演習を徹底的に行う。入試では過去の問題から焼き直しで出題されることも少なくないため、年度
にこだわらずできるだけ多くの過去問を演習しておくとよい。また、過去問演習では単に問題を解くのみではなく出題
形式や出題傾向を把握しておく。出題形式や出題傾向が似ている他大学の入試問題を活用するのも有効。正誤問題
などは形式が似ているため過去のセンター試験も対策に利用できる。

①全時代の通史の
　学習を早めに
　完了させる

②苦手克服を
　意識した演習

③過去問演習の
　徹底

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅰ】（18分）→【Ⅱ】（15分）→【Ⅲ】（22分）→＜見直し＞（5分）
後の大問ほど難易度が高い傾向があるため、基本的には【Ⅰ】・【Ⅱ】・【Ⅲ】の順番通り解答していけばよい。
史料問題や正誤問題が多いため、文章の読み間違いには注意が必要。見直しの時間は確保したい。
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1月12月11月10月9月8月7月6月5月４月
基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習

一般 ❶ ❷ ❸

2024年度  問題分析（分析対象日：2024年1月18日）

入試対策

全体概観

出題傾向表（過去３年間）

世界史 試験時間：60分 満点： 100点 解答方式 ： マークセンス方式

昨年と同様に全日程ともに大問3題が出題されており、難易度は基礎・標準的である。【Ⅱ】については、出題形式が日程によって

異なる。時代・地域と出題分野、時代順がバラバラであるため、どこが出題されても対応できるようにしておきたい。また、全体的

な傾向として20世紀以前の出題率が高い。

本文を基に穴埋め問題、下線部の用語や説明文に関連した問題が出題。また、地図問題が全日程で必ず一問出題されるため、

用語を覚えるだけではなく資料集などを活用して地理的な内容まで押さえておくとよい。また、時代整序問題も出題されている

ため、時代の流れを正確に把握しておく必要がある。

20世紀以前の出題率が高い傾向にある
本文を基にした問題
地図問題や時代整序問題が全日程で出題

【世界史】
2024年度 2022年度～2024年度

単元別出題率一般

1/18 出題率 0 50 1001/19 1/22 1/31

先史の世界と古代オリエント

ギリシア世界

ローマ帝国

アジア・アメリカの古代文明

東アジア世界の形成と発展

イスラーム世界の形成と発展

ヨーロッパ世界の形成と発展

ヨーロッパ封建社会の変動

近代ヨーロッパの誕生

ヨーロッパ近代国家の形成

欧米社会の成立と発展

欧米近代国家の発展

列強の進出とアジアの動揺

帝国主義の成立と欧米列強の国情

アジア諸国の改革と民族主義運動

第一次世界大戦とロシア革命

戦間期の国際協調と欧米の動向

戦間期のアジア・アフリカ

世界恐慌とファシズムの台頭

第二次世界大戦

冷戦の開始とアジアの情勢

冷戦の展開とアジア・アフリカの動向

現代の世界と文化
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問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

【I】 15 35点

主に古代オリエント史から出題されており、一部古代ギリシア・ローマ・インド
からの出題もある。基礎的な難易度の問題が多い。問6の王国の首都の位置を
問う問題をはじめとした地図問題は全日程で出題されており、資料集などを用い
て世界史における重要都市がどの位置にあるのかを詳細に確認しておくとよい。
また、単純な穴埋め問題や知識問題のみならず問11や問14のような時代整序
問題も出題されているため、歴史の流れを正確に把握しておきたい。

10 30点【II】

15 35点【III】

古代オリエント世界

５～18世紀、
ヨーロッパ史

19、20世紀、中国史

全て3択であるため、4択が基本構成の他の大問と違い、良心的な出題形式で
ある。文章中の誤っている箇所を選ぶ問題であるため、用語や人物及びそれら
の関連知識や関係性を深く理解して整理しておく必要がある。基礎的な難易度
であるため、流れや用語の覚え間違いだけは注意しておきたい。なお、他の日程
では表を基にした穴埋めと表の各項目に関連した問題が出題されている。

主に近代の中国史から出題されている。乾隆帝以後の清朝は周辺諸国のみな
らず、欧米列強とも外交関係を本格的に持ち始める時代となるため、それらと
の関係性を正確に整理して把握しておきたい。また、アヘン戦争の南京条約と
アロー戦争の天津条約と北京条約の内容は混同しやすいため、それぞれの条約
の内容は必ず覚え間違いがないようにしっかり覚えておくとよい。問12で皇帝
の名前が問われている。乾隆帝以後の清は主に李鴻章や康有為などの官僚の
名が登場するが、同治の中興や光緒新政など皇帝の名が用いられた用語もある
ため、最低限教科書に記載されている皇帝の名前は覚えておくとよい。

問題構成（大問数3題／小問数40問） 【I】 古代オリエント（総合問題）

【III】中国（総合問題）【II】ヨーロッパ（総合問題）

【合格目安】
正答率 54～60％

夏休みの終わりまでには、教科書、参考書を用いて全単元を最低限一周し、世界史の全体的な流れをつかんで
おくことが望ましい。その際、各国の縦の歴史と外交的な横の歴史をそれぞれ整理して暗記すること。頻出の
中国史については、古代文明から清代まで一貫して学習し、各時代の事項と流れの正確な把握を意識すること。

9月以降はアウトプットを重視し、自分の苦手な単元を見つけるところから始める。また、一問一答集で忘れ
ている用語を確認することが望ましい。11月までには、入試問題として頻出である形式の問題の対策をする
ために、マーク式の問題集を用いた演習を繰り返し行うこと。その際、間違えた問題は教科書に立ち返って
復習し、正解できた問題についても他の選択肢の誤っている箇所を明確に指摘できるかを確認すること。

12月からは過去問演習を徹底的に行う。入試では昨年の問題ではなく2年以上前の問題から焼き直しで出題され
ることが多いため昨年の問題だけではなく数年前の問題も演習しておくとよい。また、過去問演習では単に
問題を解くのみではなく出題形式や出題傾向を把握しておくとよい。また、穴埋め問題が出題されていること
からこの時期であっても一問一答形式の問題集の反復は有効である。

①全時代の通史の
　学習を早めに
　完了させる

②苦手克服と
　問題集で演習

③過去問演習の徹底

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅰ】（18分）→【Ⅱ】（14分）→【Ⅲ】（18分）→＜見直し＞（10分）
大問ごとの出題分野が固定ではないため、初めから順に解くとよいが、この順番は絶対ではなく、
苦手単元が出題された場合は解ける問題から解き、その都度解く順番を変更するとよい。
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な傾向として20世紀以前の出題率が高い。
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からの出題もある。基礎的な難易度の問題が多い。問6の王国の首都の位置を
問う問題をはじめとした地図問題は全日程で出題されており、資料集などを用い
て世界史における重要都市がどの位置にあるのかを詳細に確認しておくとよい。
また、単純な穴埋め問題や知識問題のみならず問11や問14のような時代整序
問題も出題されているため、歴史の流れを正確に把握しておきたい。
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ヨーロッパ史
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全て3択であるため、4択が基本構成の他の大問と違い、良心的な出題形式で
ある。文章中の誤っている箇所を選ぶ問題であるため、用語や人物及びそれら
の関連知識や関係性を深く理解して整理しておく必要がある。基礎的な難易度
であるため、流れや用語の覚え間違いだけは注意しておきたい。なお、他の日程
では表を基にした穴埋めと表の各項目に関連した問題が出題されている。

主に近代の中国史から出題されている。乾隆帝以後の清朝は周辺諸国のみな
らず、欧米列強とも外交関係を本格的に持ち始める時代となるため、それらと
の関係性を正確に整理して把握しておきたい。また、アヘン戦争の南京条約と
アロー戦争の天津条約と北京条約の内容は混同しやすいため、それぞれの条約
の内容は必ず覚え間違いがないようにしっかり覚えておくとよい。問12で皇帝
の名前が問われている。乾隆帝以後の清は主に李鴻章や康有為などの官僚の
名が登場するが、同治の中興や光緒新政など皇帝の名が用いられた用語もある
ため、最低限教科書に記載されている皇帝の名前は覚えておくとよい。

問題構成（大問数3題／小問数40問） 【I】 古代オリエント（総合問題）

【III】中国（総合問題）【II】ヨーロッパ（総合問題）
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おくことが望ましい。その際、各国の縦の歴史と外交的な横の歴史をそれぞれ整理して暗記すること。頻出の
中国史については、古代文明から清代まで一貫して学習し、各時代の事項と流れの正確な把握を意識すること。

9月以降はアウトプットを重視し、自分の苦手な単元を見つけるところから始める。また、一問一答集で忘れ
ている用語を確認することが望ましい。11月までには、入試問題として頻出である形式の問題の対策をする
ために、マーク式の問題集を用いた演習を繰り返し行うこと。その際、間違えた問題は教科書に立ち返って
復習し、正解できた問題についても他の選択肢の誤っている箇所を明確に指摘できるかを確認すること。

12月からは過去問演習を徹底的に行う。入試では昨年の問題ではなく2年以上前の問題から焼き直しで出題され
ることが多いため昨年の問題だけではなく数年前の問題も演習しておくとよい。また、過去問演習では単に
問題を解くのみではなく出題形式や出題傾向を把握しておくとよい。また、穴埋め問題が出題されていること
からこの時期であっても一問一答形式の問題集の反復は有効である。

①全時代の通史の
　学習を早めに
　完了させる

②苦手克服と
　問題集で演習

③過去問演習の徹底

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅰ】（18分）→【Ⅱ】（14分）→【Ⅲ】（18分）→＜見直し＞（10分）
大問ごとの出題分野が固定ではないため、初めから順に解くとよいが、この順番は絶対ではなく、
苦手単元が出題された場合は解ける問題から解き、その都度解く順番を変更するとよい。
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異なる。時代・地域と出題分野、時代順がバラバラであるため、どこが出題されても対応できるようにしておきたい。また、全体的

な傾向として20世紀以前の出題率が高い。

本文を基に穴埋め問題、下線部の用語や説明文に関連した問題が出題。また、地図問題が全日程で必ず一問出題されるため、

用語を覚えるだけではなく資料集などを活用して地理的な内容まで押さえておくとよい。また、時代整序問題も出題されている

ため、時代の流れを正確に把握しておく必要がある。

20世紀以前の出題率が高い傾向にある
本文を基にした問題
地図問題や時代整序問題が全日程で出題

【世界史】
2024年度 2022年度～2024年度

単元別出題率一般

1/18 出題率 0 50 1001/19 1/22 1/31

先史の世界と古代オリエント

ギリシア世界

ローマ帝国

アジア・アメリカの古代文明

東アジア世界の形成と発展

イスラーム世界の形成と発展

ヨーロッパ世界の形成と発展

ヨーロッパ封建社会の変動

近代ヨーロッパの誕生

ヨーロッパ近代国家の形成

欧米社会の成立と発展

欧米近代国家の発展

列強の進出とアジアの動揺

帝国主義の成立と欧米列強の国情

アジア諸国の改革と民族主義運動

第一次世界大戦とロシア革命

戦間期の国際協調と欧米の動向

戦間期のアジア・アフリカ

世界恐慌とファシズムの台頭

第二次世界大戦

冷戦の開始とアジアの情勢

冷戦の展開とアジア・アフリカの動向

現代の世界と文化

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

　

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

66.7%

75.0%

83.3%

91.7%

100.0%

83.3%

41.7%

58.3%

58.3%

66.7%

50.0%

66.7%

75.0%

50.0%

41.7%

25.0%

16.7%

25.0%

33.3%

25.0%

25.0%

33.3%

8.3%

問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

【I】 15 35点

主に古代オリエント史から出題されており、一部古代ギリシア・ローマ・インド
からの出題もある。基礎的な難易度の問題が多い。問6の王国の首都の位置を
問う問題をはじめとした地図問題は全日程で出題されており、資料集などを用い
て世界史における重要都市がどの位置にあるのかを詳細に確認しておくとよい。
また、単純な穴埋め問題や知識問題のみならず問11や問14のような時代整序
問題も出題されているため、歴史の流れを正確に把握しておきたい。

10 30点【II】

15 35点【III】

古代オリエント世界

５～18世紀、
ヨーロッパ史

19、20世紀、中国史

全て3択であるため、4択が基本構成の他の大問と違い、良心的な出題形式で
ある。文章中の誤っている箇所を選ぶ問題であるため、用語や人物及びそれら
の関連知識や関係性を深く理解して整理しておく必要がある。基礎的な難易度
であるため、流れや用語の覚え間違いだけは注意しておきたい。なお、他の日程
では表を基にした穴埋めと表の各項目に関連した問題が出題されている。

主に近代の中国史から出題されている。乾隆帝以後の清朝は周辺諸国のみな
らず、欧米列強とも外交関係を本格的に持ち始める時代となるため、それらと
の関係性を正確に整理して把握しておきたい。また、アヘン戦争の南京条約と
アロー戦争の天津条約と北京条約の内容は混同しやすいため、それぞれの条約
の内容は必ず覚え間違いがないようにしっかり覚えておくとよい。問12で皇帝
の名前が問われている。乾隆帝以後の清は主に李鴻章や康有為などの官僚の
名が登場するが、同治の中興や光緒新政など皇帝の名が用いられた用語もある
ため、最低限教科書に記載されている皇帝の名前は覚えておくとよい。

問題構成（大問数3題／小問数40問） 【I】 古代オリエント（総合問題）

【III】中国（総合問題）【II】ヨーロッパ（総合問題）

【合格目安】
正答率 54～60％

夏休みの終わりまでには、教科書、参考書を用いて全単元を最低限一周し、世界史の全体的な流れをつかんで
おくことが望ましい。その際、各国の縦の歴史と外交的な横の歴史をそれぞれ整理して暗記すること。頻出の
中国史については、古代文明から清代まで一貫して学習し、各時代の事項と流れの正確な把握を意識すること。

9月以降はアウトプットを重視し、自分の苦手な単元を見つけるところから始める。また、一問一答集で忘れ
ている用語を確認することが望ましい。11月までには、入試問題として頻出である形式の問題の対策をする
ために、マーク式の問題集を用いた演習を繰り返し行うこと。その際、間違えた問題は教科書に立ち返って
復習し、正解できた問題についても他の選択肢の誤っている箇所を明確に指摘できるかを確認すること。

12月からは過去問演習を徹底的に行う。入試では昨年の問題ではなく2年以上前の問題から焼き直しで出題され
ることが多いため昨年の問題だけではなく数年前の問題も演習しておくとよい。また、過去問演習では単に
問題を解くのみではなく出題形式や出題傾向を把握しておくとよい。また、穴埋め問題が出題されていること
からこの時期であっても一問一答形式の問題集の反復は有効である。

①全時代の通史の
　学習を早めに
　完了させる

②苦手克服と
　問題集で演習

③過去問演習の徹底

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅰ】（18分）→【Ⅱ】（14分）→【Ⅲ】（18分）→＜見直し＞（10分）
大問ごとの出題分野が固定ではないため、初めから順に解くとよいが、この順番は絶対ではなく、
苦手単元が出題された場合は解ける問題から解き、その都度解く順番を変更するとよい。
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1月12月11月10月9月8月7月6月5月４月
基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習

一般 ❶ ❷ ❸

2024年度  問題分析（分析対象日：2024年1月18日）

入試対策

全体概観

出題傾向表（過去３年間）

世界史 試験時間：60分 満点： 100点 解答方式 ： マークセンス方式

昨年と同様に全日程ともに大問3題が出題されており、難易度は基礎・標準的である。【Ⅱ】については、出題形式が日程によって

異なる。時代・地域と出題分野、時代順がバラバラであるため、どこが出題されても対応できるようにしておきたい。また、全体的

な傾向として20世紀以前の出題率が高い。

本文を基に穴埋め問題、下線部の用語や説明文に関連した問題が出題。また、地図問題が全日程で必ず一問出題されるため、

用語を覚えるだけではなく資料集などを活用して地理的な内容まで押さえておくとよい。また、時代整序問題も出題されている

ため、時代の流れを正確に把握しておく必要がある。

20世紀以前の出題率が高い傾向にある
本文を基にした問題
地図問題や時代整序問題が全日程で出題

【世界史】
2024年度 2022年度～2024年度

単元別出題率一般

1/18 出題率 0 50 1001/19 1/22 1/31

先史の世界と古代オリエント

ギリシア世界

ローマ帝国

アジア・アメリカの古代文明

東アジア世界の形成と発展

イスラーム世界の形成と発展

ヨーロッパ世界の形成と発展

ヨーロッパ封建社会の変動

近代ヨーロッパの誕生

ヨーロッパ近代国家の形成

欧米社会の成立と発展

欧米近代国家の発展

列強の進出とアジアの動揺

帝国主義の成立と欧米列強の国情

アジア諸国の改革と民族主義運動

第一次世界大戦とロシア革命

戦間期の国際協調と欧米の動向

戦間期のアジア・アフリカ

世界恐慌とファシズムの台頭

第二次世界大戦

冷戦の開始とアジアの情勢

冷戦の展開とアジア・アフリカの動向

現代の世界と文化
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91.7%
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41.7%
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50.0%
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75.0%
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25.0%
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25.0%

25.0%

33.3%

8.3%

問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

【I】 15 35点

主に古代オリエント史から出題されており、一部古代ギリシア・ローマ・インド
からの出題もある。基礎的な難易度の問題が多い。問6の王国の首都の位置を
問う問題をはじめとした地図問題は全日程で出題されており、資料集などを用い
て世界史における重要都市がどの位置にあるのかを詳細に確認しておくとよい。
また、単純な穴埋め問題や知識問題のみならず問11や問14のような時代整序
問題も出題されているため、歴史の流れを正確に把握しておきたい。

10 30点【II】

15 35点【III】

古代オリエント世界

５～18世紀、
ヨーロッパ史

19、20世紀、中国史

全て3択であるため、4択が基本構成の他の大問と違い、良心的な出題形式で
ある。文章中の誤っている箇所を選ぶ問題であるため、用語や人物及びそれら
の関連知識や関係性を深く理解して整理しておく必要がある。基礎的な難易度
であるため、流れや用語の覚え間違いだけは注意しておきたい。なお、他の日程
では表を基にした穴埋めと表の各項目に関連した問題が出題されている。

主に近代の中国史から出題されている。乾隆帝以後の清朝は周辺諸国のみな
らず、欧米列強とも外交関係を本格的に持ち始める時代となるため、それらと
の関係性を正確に整理して把握しておきたい。また、アヘン戦争の南京条約と
アロー戦争の天津条約と北京条約の内容は混同しやすいため、それぞれの条約
の内容は必ず覚え間違いがないようにしっかり覚えておくとよい。問12で皇帝
の名前が問われている。乾隆帝以後の清は主に李鴻章や康有為などの官僚の
名が登場するが、同治の中興や光緒新政など皇帝の名が用いられた用語もある
ため、最低限教科書に記載されている皇帝の名前は覚えておくとよい。

問題構成（大問数3題／小問数40問） 【I】 古代オリエント（総合問題）

【III】中国（総合問題）【II】ヨーロッパ（総合問題）

【合格目安】
正答率 54～60％

夏休みの終わりまでには、教科書、参考書を用いて全単元を最低限一周し、世界史の全体的な流れをつかんで
おくことが望ましい。その際、各国の縦の歴史と外交的な横の歴史をそれぞれ整理して暗記すること。頻出の
中国史については、古代文明から清代まで一貫して学習し、各時代の事項と流れの正確な把握を意識すること。

9月以降はアウトプットを重視し、自分の苦手な単元を見つけるところから始める。また、一問一答集で忘れ
ている用語を確認することが望ましい。11月までには、入試問題として頻出である形式の問題の対策をする
ために、マーク式の問題集を用いた演習を繰り返し行うこと。その際、間違えた問題は教科書に立ち返って
復習し、正解できた問題についても他の選択肢の誤っている箇所を明確に指摘できるかを確認すること。

12月からは過去問演習を徹底的に行う。入試では昨年の問題ではなく2年以上前の問題から焼き直しで出題され
ることが多いため昨年の問題だけではなく数年前の問題も演習しておくとよい。また、過去問演習では単に
問題を解くのみではなく出題形式や出題傾向を把握しておくとよい。また、穴埋め問題が出題されていること
からこの時期であっても一問一答形式の問題集の反復は有効である。

①全時代の通史の
　学習を早めに
　完了させる

②苦手克服と
　問題集で演習

③過去問演習の徹底

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅰ】（18分）→【Ⅱ】（14分）→【Ⅲ】（18分）→＜見直し＞（10分）
大問ごとの出題分野が固定ではないため、初めから順に解くとよいが、この順番は絶対ではなく、
苦手単元が出題された場合は解ける問題から解き、その都度解く順番を変更するとよい。
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2024年度  問題分析（分析対象日：2024年1月18日）

入試対策
1月12月11月10月9月8月7月6月5月４月

基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習
一般 ❶ ❷ ❸

政治・経済 試験時間：60分 満点： 100点 解答方式 ： マークセンス方式

全日程ともに大問３題、小問39問で統一され、政治・経済・国際政治が各一題ずつ出題。全体的な難易度は標準レベル。

頻出内容が出題されやすいことに加えて、選択肢の違いが明確であるため解きやすい。正誤判定する際に着目すべき点を知って

いると、時間をかけず正確に解くことが可能になる。

30～40％の問題で詳細な知識や本質的理解が問われる。高難度の問題は差が付きやすいため、用語を覚えるだけではなく、

メカニズムや背景まで理解しておく必要がある。

政治・経済・国際分野の順で出題
半数以上の問題は正誤判定しやすい素直な問題
詳細な知識や本質的な理解を問う問題も出題されている

【政治・経済】
2024年度 2022年度～2024年度 単元別出題率

1/18 1/19 1/22 1/31 出題率 0 50 100

政
治

経
済

民主政治の
基本原理

日本国憲法と
民主政治

日本国憲法と
基本的人権

日本国憲法と
政治機構

現代日本政治の
課題

国際政治と日本

日本の平和主義と
国際平和
経済社会と
経済体制

現代経済の
しくみ

現代経済と
福祉の向上

国民経済と
国際経済

民主政治のあゆみと基本原理
世界の政治体制
日本国憲法の成立

日本国憲法の基本原理
基本的人権の保障
法の下の平等
自由権
社会権

人権を確保するための権利（参政権・請求権）
新しい人権

人権の国際的保障
国会
内閣
裁判所
地方自治

行政機能の拡大とその民主化
政党政治と選挙（戦後日本の政治過程を含む）
世論と現代政治（マスコミ・大衆運動などを含む）

国際社会の成立と発展
国際連合

第二次世界大戦後の国際社会の動向
国際平和の課題（軍縮・民族問題）
日本の平和主義と安全保障

日本外交のあゆみと日本の国際的課題
資本主義の発達と変容（経済学説を含む）
社会主義経済の変容と新たな動向

現代の市場と企業
国民所得と国富

景気変動と経済成長
金融
財政

日本経済のあゆみ
食糧・農業問題

資源・エネルギー問題
環境問題
都市問題
物価問題
消費者問題
中小企業問題
労働問題
社会保障

国際経済のしくみ（貿易・国際出支など）
第二次世界大戦後の国際経済のあゆみと現状

南北問題
地域的経済統合

国際経済における日本の役割
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16.7%

問題構成（大問数3題／小問数39問） 【I】 政治分野（総合問題）

【III】国際政治分野（総合問題）【II】経済分野（総合問題）
【合格目安】
正答率 55～62％

問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

【I】 13 33点

日本の政治制度と選挙について問われているが、いくつか政治思想に関する問題も
ある。大半の問題は複雑な知識を要求しないため解きやすい。ただし、問6と問8では
詳細な知識が求められる。また、問10はトックビルの思想を問う問題である。正解の
選択肢に記載されている「多数者の専制」はJ・S・ミルの主張と重なり、トックビルの
ものだと判断するのは難しい。

13 33点【II】

13 34点【III】

政治制度と
選挙

日本の経済史

国際政治史と
安全保障

戦後の日本経済の歴史について述べられたリード文から、市場メカニズムや金融など
様々な分野が問われている。【Ⅰ】同様、大半の問題は複雑な知識を要求しないが、問4
では公害病の場所と原因についての正確な理解が求められる。また、問9も金融につい
て細かく問われており、用語の暗記にとどまらない学習が必要である。さらに、問13は
デフレ下の金利について問う問題だが、金利の性質に対する本質的な理解がなければ
正解することは難しい。

戦後の国際政治の歴史と安全保障について問われている。その中で、いくつか国連に
関する問題が出題されている。大問3題の中で最も難易度が高い。問1・問3・問4・問6・
問7・問11・問12は特に難易度が高く、国際レジームや国際情勢についての深い理解が
求められる。問6は国際会議について問う問題だが、頻出範囲外からの出題であり
難易度が高い。問11では経済協定について問われている。時事的な要素を多分に含んで
おり、政治・経済の知識だけでは解くことができない。同様に、問12では地域紛争に
ついて問われているが、政治・経済だけではなく地理的な知識が必要となる。【Ⅲ】は
高難度の問題が数多く出題されているため、差が付きやすい。学習する際は重要単語
の暗記に終始せず、背景情報やメカニズムを理解することを心掛けたい。

基礎的な語彙などが問われることは少ないが、それ無しでは応用が理解できないことが多いため、夏休みが終わる
までは基礎内容の定着に力を入れるとよい。最初に教科書の太字箇所や過去問などのリード文の用語を網羅し、
徐 に々応用に進むことが望ましい。一定の分野の学習に偏重するのではなく、まずは広く浅く学習する。

一定程度の基礎固めが終わった夏以降は、弱点分野の克服と応用問題を解くための対応力の養成に力を入れ
たい。弱点分野は問題演習と該当箇所の復習を繰り返すことで、できる限り早く克服したい。インプットに偏り
すぎず、アウトプットと組み合わせて行うのがよい。その後は過去問で頻出の応用問題に着手する。政治、経済
それぞれの分野の出題傾向を知り、効率的に対策したい。応用的な内容を学習する際は、基本に立ち返って考
えること。一見すると難解に見える問いでも、基本的なメカニズムから考えれば正解を導けるものや、既知の知
識を組み合わせると解けるものも多いからである。

入試直前期は新たな知識を得ようとするのではなく、今まで学習してきた内容の総復習に充てる。可能な限りの過去
問演習を行い、正解できなかった問題をピックアップし、再度復習する。10年前でも２周目の問題でもよいので、とに
かく過去問に触れる時間を増やしたい。さらに、本番で焦らないで済むように、自分なりの解答順序や時間配分、難問が
出題されたときの対処法などを確立しておきたい。時事問題の対策として、昨今のニュースに目を通しておくこと。

①基礎的な
　知識の定着

②弱点分野の克服と
　応用問題への
　対応力の養成

③過去問演習と
　総復習

全体概観

出題傾向表（過去３年間）

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅰ】（18分）→【Ⅱ】（18分）→【Ⅲ】（20分）→＜見直し＞（４分）
難易度の高い【Ⅲ】にやや長めの時間を割り当てているが、全て択一式であるため、所要時間には
大差ない。そのため、難易度や自身の能力に応じて柔軟に時間配分することを心掛けたい。
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2024年度  問題分析（分析対象日：2024年1月18日）

入試対策
1月12月11月10月9月8月7月6月5月４月

基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習
一般 ❶ ❷ ❸

政治・経済 試験時間：60分 満点： 100点 解答方式 ： マークセンス方式

全日程ともに大問３題、小問39問で統一され、政治・経済・国際政治が各一題ずつ出題。全体的な難易度は標準レベル。

頻出内容が出題されやすいことに加えて、選択肢の違いが明確であるため解きやすい。正誤判定する際に着目すべき点を知って

いると、時間をかけず正確に解くことが可能になる。

30～40％の問題で詳細な知識や本質的理解が問われる。高難度の問題は差が付きやすいため、用語を覚えるだけではなく、

メカニズムや背景まで理解しておく必要がある。

政治・経済・国際分野の順で出題
半数以上の問題は正誤判定しやすい素直な問題
詳細な知識や本質的な理解を問う問題も出題されている

【政治・経済】
2024年度 2022年度～2024年度 単元別出題率

1/18 1/19 1/22 1/31 出題率 0 50 100

政
治

経
済

民主政治の
基本原理

日本国憲法と
民主政治

日本国憲法と
基本的人権

日本国憲法と
政治機構

現代日本政治の
課題

国際政治と日本

日本の平和主義と
国際平和
経済社会と
経済体制

現代経済の
しくみ

現代経済と
福祉の向上

国民経済と
国際経済

民主政治のあゆみと基本原理
世界の政治体制
日本国憲法の成立

日本国憲法の基本原理
基本的人権の保障
法の下の平等
自由権
社会権

人権を確保するための権利（参政権・請求権）
新しい人権

人権の国際的保障
国会
内閣
裁判所
地方自治

行政機能の拡大とその民主化
政党政治と選挙（戦後日本の政治過程を含む）
世論と現代政治（マスコミ・大衆運動などを含む）

国際社会の成立と発展
国際連合

第二次世界大戦後の国際社会の動向
国際平和の課題（軍縮・民族問題）
日本の平和主義と安全保障

日本外交のあゆみと日本の国際的課題
資本主義の発達と変容（経済学説を含む）
社会主義経済の変容と新たな動向

現代の市場と企業
国民所得と国富

景気変動と経済成長
金融
財政

日本経済のあゆみ
食糧・農業問題

資源・エネルギー問題
環境問題
都市問題
物価問題
消費者問題
中小企業問題
労働問題
社会保障

国際経済のしくみ（貿易・国際出支など）
第二次世界大戦後の国際経済のあゆみと現状

南北問題
地域的経済統合

国際経済における日本の役割
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問題構成（大問数3題／小問数39問） 【I】 政治分野（総合問題）

【III】国際政治分野（総合問題）【II】経済分野（総合問題）
【合格目安】
正答率 55～62％

問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

【I】 13 33点

日本の政治制度と選挙について問われているが、いくつか政治思想に関する問題も
ある。大半の問題は複雑な知識を要求しないため解きやすい。ただし、問6と問8では
詳細な知識が求められる。また、問10はトックビルの思想を問う問題である。正解の
選択肢に記載されている「多数者の専制」はJ・S・ミルの主張と重なり、トックビルの
ものだと判断するのは難しい。

13 33点【II】

13 34点【III】

政治制度と
選挙

日本の経済史

国際政治史と
安全保障

戦後の日本経済の歴史について述べられたリード文から、市場メカニズムや金融など
様々な分野が問われている。【Ⅰ】同様、大半の問題は複雑な知識を要求しないが、問4
では公害病の場所と原因についての正確な理解が求められる。また、問9も金融につい
て細かく問われており、用語の暗記にとどまらない学習が必要である。さらに、問13は
デフレ下の金利について問う問題だが、金利の性質に対する本質的な理解がなければ
正解することは難しい。

戦後の国際政治の歴史と安全保障について問われている。その中で、いくつか国連に
関する問題が出題されている。大問3題の中で最も難易度が高い。問1・問3・問4・問6・
問7・問11・問12は特に難易度が高く、国際レジームや国際情勢についての深い理解が
求められる。問6は国際会議について問う問題だが、頻出範囲外からの出題であり
難易度が高い。問11では経済協定について問われている。時事的な要素を多分に含んで
おり、政治・経済の知識だけでは解くことができない。同様に、問12では地域紛争に
ついて問われているが、政治・経済だけではなく地理的な知識が必要となる。【Ⅲ】は
高難度の問題が数多く出題されているため、差が付きやすい。学習する際は重要単語
の暗記に終始せず、背景情報やメカニズムを理解することを心掛けたい。

基礎的な語彙などが問われることは少ないが、それ無しでは応用が理解できないことが多いため、夏休みが終わる
までは基礎内容の定着に力を入れるとよい。最初に教科書の太字箇所や過去問などのリード文の用語を網羅し、
徐 に々応用に進むことが望ましい。一定の分野の学習に偏重するのではなく、まずは広く浅く学習する。

一定程度の基礎固めが終わった夏以降は、弱点分野の克服と応用問題を解くための対応力の養成に力を入れ
たい。弱点分野は問題演習と該当箇所の復習を繰り返すことで、できる限り早く克服したい。インプットに偏り
すぎず、アウトプットと組み合わせて行うのがよい。その後は過去問で頻出の応用問題に着手する。政治、経済
それぞれの分野の出題傾向を知り、効率的に対策したい。応用的な内容を学習する際は、基本に立ち返って考
えること。一見すると難解に見える問いでも、基本的なメカニズムから考えれば正解を導けるものや、既知の知
識を組み合わせると解けるものも多いからである。

入試直前期は新たな知識を得ようとするのではなく、今まで学習してきた内容の総復習に充てる。可能な限りの過去
問演習を行い、正解できなかった問題をピックアップし、再度復習する。10年前でも２周目の問題でもよいので、とに
かく過去問に触れる時間を増やしたい。さらに、本番で焦らないで済むように、自分なりの解答順序や時間配分、難問が
出題されたときの対処法などを確立しておきたい。時事問題の対策として、昨今のニュースに目を通しておくこと。

①基礎的な
　知識の定着

②弱点分野の克服と
　応用問題への
　対応力の養成

③過去問演習と
　総復習

全体概観

出題傾向表（過去３年間）

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅰ】（18分）→【Ⅱ】（18分）→【Ⅲ】（20分）→＜見直し＞（４分）
難易度の高い【Ⅲ】にやや長めの時間を割り当てているが、全て択一式であるため、所要時間には
大差ない。そのため、難易度や自身の能力に応じて柔軟に時間配分することを心掛けたい。
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2024年度  問題分析（分析対象日：2024年1月18日）

入試対策
1月12月11月10月9月8月7月6月5月４月

基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習
一般 ❶ ❷ ❸

政治・経済 試験時間：60分 満点： 100点 解答方式 ： マークセンス方式

全日程ともに大問３題、小問39問で統一され、政治・経済・国際政治が各一題ずつ出題。全体的な難易度は標準レベル。

頻出内容が出題されやすいことに加えて、選択肢の違いが明確であるため解きやすい。正誤判定する際に着目すべき点を知って

いると、時間をかけず正確に解くことが可能になる。

30～40％の問題で詳細な知識や本質的理解が問われる。高難度の問題は差が付きやすいため、用語を覚えるだけではなく、

メカニズムや背景まで理解しておく必要がある。

政治・経済・国際分野の順で出題
半数以上の問題は正誤判定しやすい素直な問題
詳細な知識や本質的な理解を問う問題も出題されている

【政治・経済】
2024年度 2022年度～2024年度 単元別出題率

1/18 1/19 1/22 1/31 出題率 0 50 100
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第二次世界大戦後の国際社会の動向
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資本主義の発達と変容（経済学説を含む）
社会主義経済の変容と新たな動向

現代の市場と企業
国民所得と国富

景気変動と経済成長
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財政
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資源・エネルギー問題
環境問題
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中小企業問題
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国際経済のしくみ（貿易・国際出支など）
第二次世界大戦後の国際経済のあゆみと現状

南北問題
地域的経済統合

国際経済における日本の役割
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問題構成（大問数3題／小問数39問） 【I】 政治分野（総合問題）

【III】国際政治分野（総合問題）【II】経済分野（総合問題）
【合格目安】
正答率 55～62％

問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

【I】 13 33点

日本の政治制度と選挙について問われているが、いくつか政治思想に関する問題も
ある。大半の問題は複雑な知識を要求しないため解きやすい。ただし、問6と問8では
詳細な知識が求められる。また、問10はトックビルの思想を問う問題である。正解の
選択肢に記載されている「多数者の専制」はJ・S・ミルの主張と重なり、トックビルの
ものだと判断するのは難しい。

13 33点【II】

13 34点【III】

政治制度と
選挙

日本の経済史

国際政治史と
安全保障

戦後の日本経済の歴史について述べられたリード文から、市場メカニズムや金融など
様々な分野が問われている。【Ⅰ】同様、大半の問題は複雑な知識を要求しないが、問4
では公害病の場所と原因についての正確な理解が求められる。また、問9も金融につい
て細かく問われており、用語の暗記にとどまらない学習が必要である。さらに、問13は
デフレ下の金利について問う問題だが、金利の性質に対する本質的な理解がなければ
正解することは難しい。

戦後の国際政治の歴史と安全保障について問われている。その中で、いくつか国連に
関する問題が出題されている。大問3題の中で最も難易度が高い。問1・問3・問4・問6・
問7・問11・問12は特に難易度が高く、国際レジームや国際情勢についての深い理解が
求められる。問6は国際会議について問う問題だが、頻出範囲外からの出題であり
難易度が高い。問11では経済協定について問われている。時事的な要素を多分に含んで
おり、政治・経済の知識だけでは解くことができない。同様に、問12では地域紛争に
ついて問われているが、政治・経済だけではなく地理的な知識が必要となる。【Ⅲ】は
高難度の問題が数多く出題されているため、差が付きやすい。学習する際は重要単語
の暗記に終始せず、背景情報やメカニズムを理解することを心掛けたい。

基礎的な語彙などが問われることは少ないが、それ無しでは応用が理解できないことが多いため、夏休みが終わる
までは基礎内容の定着に力を入れるとよい。最初に教科書の太字箇所や過去問などのリード文の用語を網羅し、
徐 に々応用に進むことが望ましい。一定の分野の学習に偏重するのではなく、まずは広く浅く学習する。

一定程度の基礎固めが終わった夏以降は、弱点分野の克服と応用問題を解くための対応力の養成に力を入れ
たい。弱点分野は問題演習と該当箇所の復習を繰り返すことで、できる限り早く克服したい。インプットに偏り
すぎず、アウトプットと組み合わせて行うのがよい。その後は過去問で頻出の応用問題に着手する。政治、経済
それぞれの分野の出題傾向を知り、効率的に対策したい。応用的な内容を学習する際は、基本に立ち返って考
えること。一見すると難解に見える問いでも、基本的なメカニズムから考えれば正解を導けるものや、既知の知
識を組み合わせると解けるものも多いからである。

入試直前期は新たな知識を得ようとするのではなく、今まで学習してきた内容の総復習に充てる。可能な限りの過去
問演習を行い、正解できなかった問題をピックアップし、再度復習する。10年前でも２周目の問題でもよいので、とに
かく過去問に触れる時間を増やしたい。さらに、本番で焦らないで済むように、自分なりの解答順序や時間配分、難問が
出題されたときの対処法などを確立しておきたい。時事問題の対策として、昨今のニュースに目を通しておくこと。

①基礎的な
　知識の定着

②弱点分野の克服と
　応用問題への
　対応力の養成

③過去問演習と
　総復習

全体概観

出題傾向表（過去３年間）

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅰ】（18分）→【Ⅱ】（18分）→【Ⅲ】（20分）→＜見直し＞（４分）
難易度の高い【Ⅲ】にやや長めの時間を割り当てているが、全て択一式であるため、所要時間には
大差ない。そのため、難易度や自身の能力に応じて柔軟に時間配分することを心掛けたい。
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2024年度  問題分析（分析対象日：2024年1月18日）

入試対策
1月12月11月10月9月8月7月6月5月４月

基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習
一般 ❶ ❷ ❸

政治・経済 試験時間：60分 満点： 100点 解答方式 ： マークセンス方式

全日程ともに大問３題、小問39問で統一され、政治・経済・国際政治が各一題ずつ出題。全体的な難易度は標準レベル。

頻出内容が出題されやすいことに加えて、選択肢の違いが明確であるため解きやすい。正誤判定する際に着目すべき点を知って

いると、時間をかけず正確に解くことが可能になる。

30～40％の問題で詳細な知識や本質的理解が問われる。高難度の問題は差が付きやすいため、用語を覚えるだけではなく、

メカニズムや背景まで理解しておく必要がある。

政治・経済・国際分野の順で出題
半数以上の問題は正誤判定しやすい素直な問題
詳細な知識や本質的な理解を問う問題も出題されている

【政治・経済】
2024年度 2022年度～2024年度 単元別出題率

1/18 1/19 1/22 1/31 出題率 0 50 100

政
治

経
済

民主政治の
基本原理

日本国憲法と
民主政治

日本国憲法と
基本的人権

日本国憲法と
政治機構

現代日本政治の
課題

国際政治と日本

日本の平和主義と
国際平和
経済社会と
経済体制

現代経済の
しくみ

現代経済と
福祉の向上

国民経済と
国際経済

民主政治のあゆみと基本原理
世界の政治体制
日本国憲法の成立

日本国憲法の基本原理
基本的人権の保障
法の下の平等
自由権
社会権

人権を確保するための権利（参政権・請求権）
新しい人権

人権の国際的保障
国会
内閣
裁判所
地方自治

行政機能の拡大とその民主化
政党政治と選挙（戦後日本の政治過程を含む）
世論と現代政治（マスコミ・大衆運動などを含む）

国際社会の成立と発展
国際連合

第二次世界大戦後の国際社会の動向
国際平和の課題（軍縮・民族問題）
日本の平和主義と安全保障

日本外交のあゆみと日本の国際的課題
資本主義の発達と変容（経済学説を含む）
社会主義経済の変容と新たな動向

現代の市場と企業
国民所得と国富

景気変動と経済成長
金融
財政

日本経済のあゆみ
食糧・農業問題

資源・エネルギー問題
環境問題
都市問題
物価問題
消費者問題
中小企業問題
労働問題
社会保障

国際経済のしくみ（貿易・国際出支など）
第二次世界大戦後の国際経済のあゆみと現状

南北問題
地域的経済統合

国際経済における日本の役割
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83.3%
66.7%
16.7%
66.7%
33.3%
16.7%
33.3%
41.7%
25.0%
25.0%
25.0%
50.0%
58.3%
58.3%
16.7%
25.0%
41.7%
16.7%
25.0%
75.0%
75.0%
58.3%
50.0%
33.3%
66.7%
25.0%
75.0%
41.7%
66.7%
66.7%
58.3%
66.7%
25.0%
16.7%
33.3%
8.3%
16.7%
25.0%
16.7%
41.7%
41.7%
75.0%
66.7%
33.3%
50.0%
16.7%

問題構成（大問数3題／小問数39問） 【I】 政治分野（総合問題）

【III】国際政治分野（総合問題）【II】経済分野（総合問題）
【合格目安】
正答率 55～62％

問 出題内容 分析・解法のポイント 小問数 配点

【I】 13 33点

日本の政治制度と選挙について問われているが、いくつか政治思想に関する問題も
ある。大半の問題は複雑な知識を要求しないため解きやすい。ただし、問6と問8では
詳細な知識が求められる。また、問10はトックビルの思想を問う問題である。正解の
選択肢に記載されている「多数者の専制」はJ・S・ミルの主張と重なり、トックビルの
ものだと判断するのは難しい。

13 33点【II】

13 34点【III】

政治制度と
選挙

日本の経済史

国際政治史と
安全保障

戦後の日本経済の歴史について述べられたリード文から、市場メカニズムや金融など
様々な分野が問われている。【Ⅰ】同様、大半の問題は複雑な知識を要求しないが、問4
では公害病の場所と原因についての正確な理解が求められる。また、問9も金融につい
て細かく問われており、用語の暗記にとどまらない学習が必要である。さらに、問13は
デフレ下の金利について問う問題だが、金利の性質に対する本質的な理解がなければ
正解することは難しい。

戦後の国際政治の歴史と安全保障について問われている。その中で、いくつか国連に
関する問題が出題されている。大問3題の中で最も難易度が高い。問1・問3・問4・問6・
問7・問11・問12は特に難易度が高く、国際レジームや国際情勢についての深い理解が
求められる。問6は国際会議について問う問題だが、頻出範囲外からの出題であり
難易度が高い。問11では経済協定について問われている。時事的な要素を多分に含んで
おり、政治・経済の知識だけでは解くことができない。同様に、問12では地域紛争に
ついて問われているが、政治・経済だけではなく地理的な知識が必要となる。【Ⅲ】は
高難度の問題が数多く出題されているため、差が付きやすい。学習する際は重要単語
の暗記に終始せず、背景情報やメカニズムを理解することを心掛けたい。

基礎的な語彙などが問われることは少ないが、それ無しでは応用が理解できないことが多いため、夏休みが終わる
までは基礎内容の定着に力を入れるとよい。最初に教科書の太字箇所や過去問などのリード文の用語を網羅し、
徐 に々応用に進むことが望ましい。一定の分野の学習に偏重するのではなく、まずは広く浅く学習する。

一定程度の基礎固めが終わった夏以降は、弱点分野の克服と応用問題を解くための対応力の養成に力を入れ
たい。弱点分野は問題演習と該当箇所の復習を繰り返すことで、できる限り早く克服したい。インプットに偏り
すぎず、アウトプットと組み合わせて行うのがよい。その後は過去問で頻出の応用問題に着手する。政治、経済
それぞれの分野の出題傾向を知り、効率的に対策したい。応用的な内容を学習する際は、基本に立ち返って考
えること。一見すると難解に見える問いでも、基本的なメカニズムから考えれば正解を導けるものや、既知の知
識を組み合わせると解けるものも多いからである。

入試直前期は新たな知識を得ようとするのではなく、今まで学習してきた内容の総復習に充てる。可能な限りの過去
問演習を行い、正解できなかった問題をピックアップし、再度復習する。10年前でも２周目の問題でもよいので、とに
かく過去問に触れる時間を増やしたい。さらに、本番で焦らないで済むように、自分なりの解答順序や時間配分、難問が
出題されたときの対処法などを確立しておきたい。時事問題の対策として、昨今のニュースに目を通しておくこと。

①基礎的な
　知識の定着

②弱点分野の克服と
　応用問題への
　対応力の養成

③過去問演習と
　総復習

全体概観

出題傾向表（過去３年間）

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅰ】（18分）→【Ⅱ】（18分）→【Ⅲ】（20分）→＜見直し＞（４分）
難易度の高い【Ⅲ】にやや長めの時間を割り当てているが、全て択一式であるため、所要時間には
大差ない。そのため、難易度や自身の能力に応じて柔軟に時間配分することを心掛けたい。
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入試対策
1月12月11月10月9月8月7月6月5月４月

基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習
公募 ❶ ❷ ❸

一般 ❶ ❷ ❸

数学

例年、2次関数、三角比、確率、整数の分野から、1分野1大問ずつ出題されている。共通テストと類似した問題が多いため、

共通テストの数学ⅠAを演習して問題形式に慣れておくとよい。

共通テストと問題形式も解答形式も類似しているが、難易度は共通テストよりも易しい。

誘導形式の問題も出題されているが、小問を順番に解き進めることで解答できる。

数と式

2次関数

図形と
計量

データの
分析

場合の数

確率

図形の
性質

整数の
性質

整式・実数・1次不等式

集合・命題

2次関数のグラフ

2次関数の最大・最小と決定

2次方程式・2次不等式

三角比

正弦定理・余弦定理

三角形の面積

空間図形への応用

データの代表値

四分位数と分散・標準偏差

データの相関

集合の要素と個数

場合の数・順列

組合せ

確率の基本性質

独立試行・反復試行

条件付き確率

三角形の性質

円の性質

空間図形の性質

約数と倍数

ユークリッドの互除法と不定方程式

n進法と分数・小数
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100.0%

0.0%

60.0%

66.7%

86.7%

93.3%

100.0%

86.7%

13.3%

40.0%

40.0%

6.7%

0.0%

46.7%

13.3%

100.0%

46.7%

40.0%

13.3%

20.0%

6.7%

13.3%

13.3%

0.0%

I

I

I

I

A

A

A

A

【数学】
2024年度

2022年度～2024年度
単元別出題率

公募 一般

11/4 出題率 0 50 1001/18 1/19 1/22 1/31

2024年度  問題分析（分析対象日：2024年1月18日）

問題構成
（大問数4題／
マーク54個）

【合格目安】
正答率 55～61％

定数aを含む2次式f(x)に関する問題が出題されている。
(1)はa=2のときのf(x)=0の2次方程式の計算問題。(2)は2次関数のグラフの条件から
定数aの値、またはaのとり得る範囲を求める問題。2次関数のグラフの交点の問題は、
判別式D、軸、端点の値の3つの条件を整理することで、範囲を特定することができる。
y=f (x)のグラフとx軸との共有点のx座標とf (x)=0の解が一致することから、どんな
グラフになるかを図示して、条件式を立てるとよい。2次不等式の処理を確実に行い、
解の配置などの類題の演習を重ねておきたい。

三角形の各辺の長さから余弦定理を用いて、ある角の角度を求め、正弦定理から外接
円の半径、三角形の面積から内接円の半径を求める問題が出題されている。小問数や
空所は多くないが、正弦定理・余弦定理、三角形の面積の公式などの基本的な知識が
必要となる。難易度は易しい。図形問題は実際に図を描いてみて、情報を整理すると
よい。正確な図が描けると、よりイメージしやすくなるため、日頃から辺の長さや角の
大きさに注意しながら、丁寧に図を描くように心がけるとよい。

表と裏の出る確率が異なる硬貨を繰り返し投げ、表が出たら1点、裏が出たら-1点を加
えるというゲームの得点を考える問題。(1)は硬貨を3回投げ、(2)では5回投げる。投げ
終わったときの得点に応じて、表・裏がそれぞれ何回出る必要があるかを考え、反復試
行の確率の計算によって求められる。最後の問題は、「得点が1点以上となる確率」で
あるが、問題の設定上、得点が偶数になることはない。よって、得点が1点、3点、5点と
なる確率をそれぞれ求め、合計すれば良いということに気づけるかがポイントである。

教科書の
基礎レベルの
問題

グラフを図示して
条件を立式

三角比の
定番の問題

偏りのある
硬貨の
反復試行

問 出題内容 分析・解法のポイント マーク 配点

15 25点

12 25点

13 25点

14 25点

夏休みまでは教科書や傍用問題集の基本・標準問題を中心に学習する。基本的な定義や定理、計算知識を定着
させておくこと。特に「2次関数」の平方完成や、「図形と計量」の正弦定理・余弦定理は頻出であるため、
最優先で演習したい。演習を重ねて、素早く、かつ正確に計算式を展開できるようにしておくこと。

秋からは過去問を解いて、実際に入試問題に慣れておく。問題演習を通して、基礎の定着が十分であるかを確認
しておくこと。自分の苦手分野、演習が不十分な箇所を把握できたら、教科書や傍用問題集に戻り再度確認・
演習するとよい。また、本試験と近いレベルの誘導問題であることから、2020年まで実施されていたセンター
試験の過去問にも挑戦するとよい。

入試直前は、時間配分や問題の解く順番を意識した過去問演習を行い、本番の形式に慣れておく。試験時間は
60分なので、大問全体を50分程度で解けるように演習するとよい。自分の得意な単元を優先する、苦手な単元
や解くのに時間がかかる問題は後回しにするといった優先順位も意識しておくこと。

①基礎力をつける

②苦手分野を
　克服する

③本番を想定した
　演習を

【I】

【II】

【III】

【IＶ】

2次関数・三角比・確率・整数の分野が頻出
共通テストと類似した形式だが、難易度は易しい
解答の数値を直接マークする形式

全体概観

試験時間：60分 満点： 100点 解答方式 ： マークセンス方式

出題傾向表（過去３年間）

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅰ】（12分）→【II】（13分）→【III】（12分）→【Ⅳ】（13分）→＜見直し＞(10分)
解答順序は状況次第。基本的に各大問を順番に解答すればよく、もしわからない部分があれば、解答
できるほかの大問を優先して解答するべき。急がず確実に正答できるようにすべき。

【I】 小問集合（総合問題） 【II】 2次関数（総合問題）

【III】図形と計量（総合問題） 【IV】確率（総合問題）

(1)は無理数や根号を含む分数の整数部分を求め、その値を代入して繁分数を計算
する問題。分母の有理化と繁分数の計算方法を押さえておきたい。(2)は90°-θ,
180°-θの三角比の値を答える問題。単位円を用いて、どのような値になるかを視覚的
に理解しておきたい。(3)は不等式を満たす整数の問題。与えられた不等式を展開し、
m,nにはあまり大きな値が入らないことに気づいて、とり得る値の範囲をしぼるとよい。
いずれも難易度は教科書の基本から標準レベルの問題。
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入試対策
1月12月11月10月9月8月7月6月5月４月

基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習
公募 ❶ ❷ ❸

一般 ❶ ❷ ❸

数学

例年、2次関数、三角比、確率、整数の分野から、1分野1大問ずつ出題されている。共通テストと類似した問題が多いため、

共通テストの数学ⅠAを演習して問題形式に慣れておくとよい。

共通テストと問題形式も解答形式も類似しているが、難易度は共通テストよりも易しい。

誘導形式の問題も出題されているが、小問を順番に解き進めることで解答できる。

数と式

2次関数

図形と
計量

データの
分析

場合の数

確率

図形の
性質

整数の
性質

整式・実数・1次不等式

集合・命題

2次関数のグラフ

2次関数の最大・最小と決定

2次方程式・2次不等式

三角比

正弦定理・余弦定理

三角形の面積

空間図形への応用

データの代表値

四分位数と分散・標準偏差

データの相関

集合の要素と個数

場合の数・順列

組合せ

確率の基本性質

独立試行・反復試行

条件付き確率

三角形の性質

円の性質

空間図形の性質

約数と倍数

ユークリッドの互除法と不定方程式

n進法と分数・小数
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【数学】
2024年度

2022年度～2024年度
単元別出題率

公募 一般

11/4 出題率 0 50 1001/18 1/19 1/22 1/31

2024年度  問題分析（分析対象日：2024年1月18日）

問題構成
（大問数4題／
マーク54個）

【合格目安】
正答率 55～61％

定数aを含む2次式f(x)に関する問題が出題されている。
(1)はa=2のときのf(x)=0の2次方程式の計算問題。(2)は2次関数のグラフの条件から
定数aの値、またはaのとり得る範囲を求める問題。2次関数のグラフの交点の問題は、
判別式D、軸、端点の値の3つの条件を整理することで、範囲を特定することができる。
y=f (x)のグラフとx軸との共有点のx座標とf (x)=0の解が一致することから、どんな
グラフになるかを図示して、条件式を立てるとよい。2次不等式の処理を確実に行い、
解の配置などの類題の演習を重ねておきたい。

三角形の各辺の長さから余弦定理を用いて、ある角の角度を求め、正弦定理から外接
円の半径、三角形の面積から内接円の半径を求める問題が出題されている。小問数や
空所は多くないが、正弦定理・余弦定理、三角形の面積の公式などの基本的な知識が
必要となる。難易度は易しい。図形問題は実際に図を描いてみて、情報を整理すると
よい。正確な図が描けると、よりイメージしやすくなるため、日頃から辺の長さや角の
大きさに注意しながら、丁寧に図を描くように心がけるとよい。

表と裏の出る確率が異なる硬貨を繰り返し投げ、表が出たら1点、裏が出たら-1点を加
えるというゲームの得点を考える問題。(1)は硬貨を3回投げ、(2)では5回投げる。投げ
終わったときの得点に応じて、表・裏がそれぞれ何回出る必要があるかを考え、反復試
行の確率の計算によって求められる。最後の問題は、「得点が1点以上となる確率」で
あるが、問題の設定上、得点が偶数になることはない。よって、得点が1点、3点、5点と
なる確率をそれぞれ求め、合計すれば良いということに気づけるかがポイントである。

教科書の
基礎レベルの
問題

グラフを図示して
条件を立式

三角比の
定番の問題

偏りのある
硬貨の
反復試行

問 出題内容 分析・解法のポイント マーク 配点

15 25点

12 25点

13 25点

14 25点

夏休みまでは教科書や傍用問題集の基本・標準問題を中心に学習する。基本的な定義や定理、計算知識を定着
させておくこと。特に「2次関数」の平方完成や、「図形と計量」の正弦定理・余弦定理は頻出であるため、
最優先で演習したい。演習を重ねて、素早く、かつ正確に計算式を展開できるようにしておくこと。

秋からは過去問を解いて、実際に入試問題に慣れておく。問題演習を通して、基礎の定着が十分であるかを確認
しておくこと。自分の苦手分野、演習が不十分な箇所を把握できたら、教科書や傍用問題集に戻り再度確認・
演習するとよい。また、本試験と近いレベルの誘導問題であることから、2020年まで実施されていたセンター
試験の過去問にも挑戦するとよい。

入試直前は、時間配分や問題の解く順番を意識した過去問演習を行い、本番の形式に慣れておく。試験時間は
60分なので、大問全体を50分程度で解けるように演習するとよい。自分の得意な単元を優先する、苦手な単元
や解くのに時間がかかる問題は後回しにするといった優先順位も意識しておくこと。

①基礎力をつける

②苦手分野を
　克服する

③本番を想定した
　演習を

【I】

【II】

【III】

【IＶ】

2次関数・三角比・確率・整数の分野が頻出
共通テストと類似した形式だが、難易度は易しい
解答の数値を直接マークする形式

全体概観

試験時間：60分 満点： 100点 解答方式 ： マークセンス方式

出題傾向表（過去３年間）

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅰ】（12分）→【II】（13分）→【III】（12分）→【Ⅳ】（13分）→＜見直し＞(10分)
解答順序は状況次第。基本的に各大問を順番に解答すればよく、もしわからない部分があれば、解答
できるほかの大問を優先して解答するべき。急がず確実に正答できるようにすべき。

【I】 小問集合（総合問題） 【II】 2次関数（総合問題）

【III】図形と計量（総合問題） 【IV】確率（総合問題）

(1)は無理数や根号を含む分数の整数部分を求め、その値を代入して繁分数を計算
する問題。分母の有理化と繁分数の計算方法を押さえておきたい。(2)は90°-θ,
180°-θの三角比の値を答える問題。単位円を用いて、どのような値になるかを視覚的
に理解しておきたい。(3)は不等式を満たす整数の問題。与えられた不等式を展開し、
m,nにはあまり大きな値が入らないことに気づいて、とり得る値の範囲をしぼるとよい。
いずれも難易度は教科書の基本から標準レベルの問題。
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入試対策
1月12月11月10月9月8月7月6月5月４月

基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習
公募 ❶ ❷ ❸

一般 ❶ ❷ ❸

数学

例年、2次関数、三角比、確率、整数の分野から、1分野1大問ずつ出題されている。共通テストと類似した問題が多いため、

共通テストの数学ⅠAを演習して問題形式に慣れておくとよい。

共通テストと問題形式も解答形式も類似しているが、難易度は共通テストよりも易しい。

誘導形式の問題も出題されているが、小問を順番に解き進めることで解答できる。
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独立試行・反復試行
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【数学】
2024年度

2022年度～2024年度
単元別出題率

公募 一般

11/4 出題率 0 50 1001/18 1/19 1/22 1/31

2024年度  問題分析（分析対象日：2024年1月18日）

問題構成
（大問数4題／
マーク54個）

【合格目安】
正答率 55～61％

定数aを含む2次式f(x)に関する問題が出題されている。
(1)はa=2のときのf(x)=0の2次方程式の計算問題。(2)は2次関数のグラフの条件から
定数aの値、またはaのとり得る範囲を求める問題。2次関数のグラフの交点の問題は、
判別式D、軸、端点の値の3つの条件を整理することで、範囲を特定することができる。
y=f (x)のグラフとx軸との共有点のx座標とf (x)=0の解が一致することから、どんな
グラフになるかを図示して、条件式を立てるとよい。2次不等式の処理を確実に行い、
解の配置などの類題の演習を重ねておきたい。

三角形の各辺の長さから余弦定理を用いて、ある角の角度を求め、正弦定理から外接
円の半径、三角形の面積から内接円の半径を求める問題が出題されている。小問数や
空所は多くないが、正弦定理・余弦定理、三角形の面積の公式などの基本的な知識が
必要となる。難易度は易しい。図形問題は実際に図を描いてみて、情報を整理すると
よい。正確な図が描けると、よりイメージしやすくなるため、日頃から辺の長さや角の
大きさに注意しながら、丁寧に図を描くように心がけるとよい。

表と裏の出る確率が異なる硬貨を繰り返し投げ、表が出たら1点、裏が出たら-1点を加
えるというゲームの得点を考える問題。(1)は硬貨を3回投げ、(2)では5回投げる。投げ
終わったときの得点に応じて、表・裏がそれぞれ何回出る必要があるかを考え、反復試
行の確率の計算によって求められる。最後の問題は、「得点が1点以上となる確率」で
あるが、問題の設定上、得点が偶数になることはない。よって、得点が1点、3点、5点と
なる確率をそれぞれ求め、合計すれば良いということに気づけるかがポイントである。

教科書の
基礎レベルの
問題

グラフを図示して
条件を立式

三角比の
定番の問題

偏りのある
硬貨の
反復試行

問 出題内容 分析・解法のポイント マーク 配点

15 25点

12 25点

13 25点

14 25点

夏休みまでは教科書や傍用問題集の基本・標準問題を中心に学習する。基本的な定義や定理、計算知識を定着
させておくこと。特に「2次関数」の平方完成や、「図形と計量」の正弦定理・余弦定理は頻出であるため、
最優先で演習したい。演習を重ねて、素早く、かつ正確に計算式を展開できるようにしておくこと。

秋からは過去問を解いて、実際に入試問題に慣れておく。問題演習を通して、基礎の定着が十分であるかを確認
しておくこと。自分の苦手分野、演習が不十分な箇所を把握できたら、教科書や傍用問題集に戻り再度確認・
演習するとよい。また、本試験と近いレベルの誘導問題であることから、2020年まで実施されていたセンター
試験の過去問にも挑戦するとよい。

入試直前は、時間配分や問題の解く順番を意識した過去問演習を行い、本番の形式に慣れておく。試験時間は
60分なので、大問全体を50分程度で解けるように演習するとよい。自分の得意な単元を優先する、苦手な単元
や解くのに時間がかかる問題は後回しにするといった優先順位も意識しておくこと。

①基礎力をつける

②苦手分野を
　克服する

③本番を想定した
　演習を

【I】

【II】

【III】

【IＶ】

2次関数・三角比・確率・整数の分野が頻出
共通テストと類似した形式だが、難易度は易しい
解答の数値を直接マークする形式

全体概観

試験時間：60分 満点： 100点 解答方式 ： マークセンス方式

出題傾向表（過去３年間）

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅰ】（12分）→【II】（13分）→【III】（12分）→【Ⅳ】（13分）→＜見直し＞(10分)
解答順序は状況次第。基本的に各大問を順番に解答すればよく、もしわからない部分があれば、解答
できるほかの大問を優先して解答するべき。急がず確実に正答できるようにすべき。

【I】 小問集合（総合問題） 【II】 2次関数（総合問題）

【III】図形と計量（総合問題） 【IV】確率（総合問題）

(1)は無理数や根号を含む分数の整数部分を求め、その値を代入して繁分数を計算
する問題。分母の有理化と繁分数の計算方法を押さえておきたい。(2)は90°-θ,
180°-θの三角比の値を答える問題。単位円を用いて、どのような値になるかを視覚的
に理解しておきたい。(3)は不等式を満たす整数の問題。与えられた不等式を展開し、
m,nにはあまり大きな値が入らないことに気づいて、とり得る値の範囲をしぼるとよい。
いずれも難易度は教科書の基本から標準レベルの問題。
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入試対策
1月12月11月10月9月8月7月6月5月４月

基本・標準を中心とした学習 過去問を中心とした演習
公募 ❶ ❷ ❸

一般 ❶ ❷ ❸

数学

例年、2次関数、三角比、確率、整数の分野から、1分野1大問ずつ出題されている。共通テストと類似した問題が多いため、

共通テストの数学ⅠAを演習して問題形式に慣れておくとよい。

共通テストと問題形式も解答形式も類似しているが、難易度は共通テストよりも易しい。

誘導形式の問題も出題されているが、小問を順番に解き進めることで解答できる。
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【数学】
2024年度

2022年度～2024年度
単元別出題率

公募 一般

11/4 出題率 0 50 1001/18 1/19 1/22 1/31

2024年度  問題分析（分析対象日：2024年1月18日）

問題構成
（大問数4題／
マーク54個）

【合格目安】
正答率 55～61％

定数aを含む2次式f(x)に関する問題が出題されている。
(1)はa=2のときのf(x)=0の2次方程式の計算問題。(2)は2次関数のグラフの条件から
定数aの値、またはaのとり得る範囲を求める問題。2次関数のグラフの交点の問題は、
判別式D、軸、端点の値の3つの条件を整理することで、範囲を特定することができる。
y=f (x)のグラフとx軸との共有点のx座標とf (x)=0の解が一致することから、どんな
グラフになるかを図示して、条件式を立てるとよい。2次不等式の処理を確実に行い、
解の配置などの類題の演習を重ねておきたい。

三角形の各辺の長さから余弦定理を用いて、ある角の角度を求め、正弦定理から外接
円の半径、三角形の面積から内接円の半径を求める問題が出題されている。小問数や
空所は多くないが、正弦定理・余弦定理、三角形の面積の公式などの基本的な知識が
必要となる。難易度は易しい。図形問題は実際に図を描いてみて、情報を整理すると
よい。正確な図が描けると、よりイメージしやすくなるため、日頃から辺の長さや角の
大きさに注意しながら、丁寧に図を描くように心がけるとよい。

表と裏の出る確率が異なる硬貨を繰り返し投げ、表が出たら1点、裏が出たら-1点を加
えるというゲームの得点を考える問題。(1)は硬貨を3回投げ、(2)では5回投げる。投げ
終わったときの得点に応じて、表・裏がそれぞれ何回出る必要があるかを考え、反復試
行の確率の計算によって求められる。最後の問題は、「得点が1点以上となる確率」で
あるが、問題の設定上、得点が偶数になることはない。よって、得点が1点、3点、5点と
なる確率をそれぞれ求め、合計すれば良いということに気づけるかがポイントである。

教科書の
基礎レベルの
問題

グラフを図示して
条件を立式

三角比の
定番の問題

偏りのある
硬貨の
反復試行

問 出題内容 分析・解法のポイント マーク 配点

15 25点

12 25点

13 25点

14 25点

夏休みまでは教科書や傍用問題集の基本・標準問題を中心に学習する。基本的な定義や定理、計算知識を定着
させておくこと。特に「2次関数」の平方完成や、「図形と計量」の正弦定理・余弦定理は頻出であるため、
最優先で演習したい。演習を重ねて、素早く、かつ正確に計算式を展開できるようにしておくこと。

秋からは過去問を解いて、実際に入試問題に慣れておく。問題演習を通して、基礎の定着が十分であるかを確認
しておくこと。自分の苦手分野、演習が不十分な箇所を把握できたら、教科書や傍用問題集に戻り再度確認・
演習するとよい。また、本試験と近いレベルの誘導問題であることから、2020年まで実施されていたセンター
試験の過去問にも挑戦するとよい。

入試直前は、時間配分や問題の解く順番を意識した過去問演習を行い、本番の形式に慣れておく。試験時間は
60分なので、大問全体を50分程度で解けるように演習するとよい。自分の得意な単元を優先する、苦手な単元
や解くのに時間がかかる問題は後回しにするといった優先順位も意識しておくこと。

①基礎力をつける

②苦手分野を
　克服する

③本番を想定した
　演習を

【I】

【II】

【III】

【IＶ】

2次関数・三角比・確率・整数の分野が頻出
共通テストと類似した形式だが、難易度は易しい
解答の数値を直接マークする形式

全体概観

試験時間：60分 満点： 100点 解答方式 ： マークセンス方式

出題傾向表（過去３年間）

おすすめの大問別
解答順序と時間配分

【Ⅰ】（12分）→【II】（13分）→【III】（12分）→【Ⅳ】（13分）→＜見直し＞(10分)
解答順序は状況次第。基本的に各大問を順番に解答すればよく、もしわからない部分があれば、解答
できるほかの大問を優先して解答するべき。急がず確実に正答できるようにすべき。

【I】 小問集合（総合問題） 【II】 2次関数（総合問題）

【III】図形と計量（総合問題） 【IV】確率（総合問題）

(1)は無理数や根号を含む分数の整数部分を求め、その値を代入して繁分数を計算
する問題。分母の有理化と繁分数の計算方法を押さえておきたい。(2)は90°-θ,
180°-θの三角比の値を答える問題。単位円を用いて、どのような値になるかを視覚的
に理解しておきたい。(3)は不等式を満たす整数の問題。与えられた不等式を展開し、
m,nにはあまり大きな値が入らないことに気づいて、とり得る値の範囲をしぼるとよい。
いずれも難易度は教科書の基本から標準レベルの問題。
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